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本 報 告 書 は 、 文 部 科 学 省 の 平 成 30 年 度 産 学 官 連 携 支 援 事 業 に よ る 委 託 業 務 と し て 、

公 益 財 団 法 人 未 来 工 学 研 究 所 が 実 施 し た 「 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー

シ ョ ン の 創 出 に 関 す る 調 査 」 の 成 果 を 取 り ま と め た も の で す 。  
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Ⅰ ． 調 査 概 要                                     

１ ． 本 調 査 の 目 的                                     

文 部 科 学 省 で は 、 平 成 14 年 度 か ら 、 地 域 の イ ニ シ ア テ ィ ブ の 下 で 行 わ れ る 地 域 ク ラ ス タ ー 形 成 に

向 け た 活 動 を 支 援 す る こ と を 目 的 と し て 、 「 知 的 ク ラ ス タ ー 創 成 事 業 」 及 び 「 都 市 エ リ ア 産 学 官 連 携

促 進 事 業 」 を 推 進 し て き て お り 、 平 成 23 年 度 か ら は 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 支 援 プ ロ グ ラ ム 」 と

し て 継 続 的 に 支 援 を 行 っ て き た 。 ま た 、 平 成 28 年 度 か ら は 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム 形

成 プ ロ グ ラ ム 」 を 実 施 し 、 地 域 に お け る イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム の 形 成 を 推 進 し て い る 。  

こ う し た 背 景 の 下 、 未 来 投 資 戦 略 2018 に お い て 、 地 域 大 学 等 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 に 事 業 を プ ロ デ

ュ ー ス す る チ ー ム を 創 設 、 知 財 戦 略 の 強 化 や 最 適 な 技 術 移 転 の 促 進 に 関 す る 重 要 性 が 謳 わ れ て い る 。

ま た 、 そ の 際 、 地 方 自 治 体 主 導 で さ ま ざ ま な 主 体 の 参 画 の も と 、 デ ザ イ ン 思 考 に よ る 地 域 の 社 会 的 課

題 を 通 じ て 、 地 域 の 新 産 業 創 出 と イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム の 形 成 を 図 る こ と が 提 言 さ れ て い る 。  

そ こ で 本 調 査 は 、 地 域 大 学 等 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た 事 業 化 、 知 財 戦 略 及 び 資 金 調 達 へ の 取 組 や

さ ま ざ ま な 主 体 に よ る 地 域 の オ ー プ ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 活 性 化 に 伴 う 新 産 業 の 創 出 に 関 す る シ ン ポ ジ

ウ ム の 開 催 を 通 じ 、 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 及 び 地 域 の 技 術 を 活 か し た

ベ ン チ ャ ー 設 立 の 実 態 や 課 題 等 に つ い て 調 査 ・ 分 析 す る と と も に 、 得 ら れ た 調 査 ・ 分 析 結 果 を 基 に 、

現 場 の ニ ー ズ を 真 に 捉 え た 科 学 技 術 政 策 の 形 成 に つ な げ て い く こ と を 目 的 に 実 施 し た 。  

 

２ ． 調 査 内 容  

（ １ ） 事 前 調 査 等 の ア ン ケ ー ト 調 査  

科 学 技 術 イ ノ ベ ー シ ョ ン 施 策 を 実 施 す る 地 域 に 対 し て 、 ア ン ケ ー ト を 実 施 す る こ と で 、 地 域 の 特

徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 及 び そ れ に 伴 う ベ ン チ ャ ー 設 立 の 実 施 等 に つ い て 調 査

し た 。 調 査 対 象 は 大 学 等 （ 短 大 、 高 専 、 共 同 利 用 機 関 を 含 む 、 以 下 同 様 ） 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 、 ベ ン

チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 、 地 方 自 治 体 、 金 融 機 関 と し 、 主 に 以 下 の 内 容 に つ い て 調 査 を 実 施 し た 。  

〔 主 な 調 査 内 容 〕  

 ・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 取 組 み と 課 題  

 ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 状 況  

  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 に お け る 苦 労 ・ 課 題  

  ・ 大 学 ベ ン チ ャ ー へ の 支 援 内 容  

  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 成 功 し た 要 因 と 成 果 が 出 な か っ た 要 因  

  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 生 き 残 り に 向 け て の 苦 労 ・ 課 題  

  ・ ベ ン チ ャ ー 立 上 げ に 向 け た 国 ・ 地 方 自 治 体 ・ 大 学 ・ 金 融 機 関 間 の 連 携  

 

（ ２ ） 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム の 実 施 及 び 意 見 調 査                                

国 内 に お け る 地 域 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 関 わ る 者 を 中 心 と し て 、 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し

た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 関 す る テ ー マ で シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た 。 シ ン ポ ジ ウ ム は 、 地 域 の 特 徴

あ る 技 術 を 核 と し た 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 を 目 的 と し て 、 地 域 に お い て 新 産 業 の 創 出 （ ベ ン チ

ャ ー 設 立 ） 等 を 経 験 さ れ た 関 係 者 を 登 壇 さ せ 、 実 際 に 直 面 し た 知 財 戦 略 や 資 金 調 達 に 対 す る 課 題 と

そ れ に 対 す る 対 応 策 、 そ の 他 、 必 要 と し て い た 支 援 策 等 に つ い て 、 事 前 の ア ン ケ ー ト 調 査 の み で は

得 ら れ な い 実 体 験 等 を 基 に し た 生 の 意 見 や 国 に 求 め る 施 策 内 容 等 を 聴 取 す る 場 及 び 上 記 課 題 ・ 対 応

策 、 国 に 求 め る 施 策 内 容 等 に つ い て 関 係 者 間 で 共 有 す る 場 と し て 活 用 す る こ と と し て 実 施 し た 。  
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ア ． 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 及 び 地 域 の 技 術 を 活 か し た ベ ン チ ャ ー 設 立

に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム の 実 施  

地 域 の 特 徴 あ る 技 術 の 企 業 へ の 導 出 や ベ ン チ ャ ー 設 立 を 持 続 的 な イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 の 一 つ の 手

法 と 捉 え 、 大 学 等 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 携 わ る プ レ イ ヤ ー と ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ リ ス ト 等 の 資 金

供 給 側 と の 相 互 理 解 を 深 め 、 連 携 強 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 一 般 社 団 法 人 日 本 ベ ン チ ャ ー キ ャ

ピ タ ル 協 会 と 協 力 し て 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 創 出 シ ン ポ ジ ウ ム 2019「 未 来 を 拓 く 地 域 発 ベ ン チ ャ ー  成

功 へ の 鍵 」 を 開 催 し 、 地 域 の 技 術 を 活 か し た 新 産 業 の 創 出 に 関 す る ベ ス ト プ ラ ク テ ィ ス 等 に つ い て

情 報 共 有 す る と と も に 、 大 学 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 等 、 関 係 す る ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 認 識 す る 課

題 や 問 題 点 等 に つ い て 調 査 を 実 施 し た 。  

 

イ ． 意 見 調 査  

地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る 上 記 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て 、 参 加 者 に 対 し て ア ン ケ ー ト を 実 施 す る

と と も に 、 事 例 紹 介 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 、 企 業 紹 介 （ VC ピ ッ チ ） 等 で 得 ら れ た 情 報 ・ 意 見

を 集 約 し 、 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 係 る 今 後 の 課 題 及 び 改 善 策 、 望

ま れ る 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 施 策 に つ い て 調 査 し た 。  

 

（ ３ ） 調 査 結 果 の 分 析 及 び 提 案  

事 前 調 査 及 び 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 を 通 じ て な さ れ た 意 見 調 査 の 結 果

に つ い て 整 理 ・ 分 析 を 行 い 、 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 の あ り 方 及 び そ

れ に 伴 い 地 域 で ベ ン チ ャ ー を 設 立 す る に あ た っ て 、 国 と し て 現 場 の ニ ー ズ を 捉 え た 政 策 案 に つ い て

提 案 し た 。  

 

 

３ ． 本 調 査 に お け る 用 語 の 説 明  

 本 調 査 に お い て は 、 各 用 語 を 以 下 の よ う に 定 め る こ と と し た 。  

 

 用 語 の 説 明  

地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン  地 域 内 で 連 携 し 、 技 術 開 発 な ど を 通 じ て 新 た な 事 業 を 生 み 出 す こ と を 指 す 。  

東 京 圏  東 京 都 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 神 奈 川 県 を 指 す 。 な お 、 東 京 圏 以 外 に つ い て は 、 ア

ン ケ ー ト 集 計 に お い て は 人 口 規 模 別 に 分 け て い る 。  

地 方  北 海 道 ： 北 海 道  

東 北 ： 青 森 県  岩 手 県  宮 城 県  秋 田 県  山 形 県  福 島 県  

関 東 ： 茨 城 県  栃 木 県  群 馬 県  埼 玉 県  千 葉 県  東 京 都  神 奈 川 県  

中 部 ： 新 潟 県  富 山 県  石 川 県  福 井 県  山 梨 県  長 野 県  岐 阜 県  静 岡 県  愛 知 県  

近 畿 ： 三 重 県  滋 賀 県  京 都 府  大 阪 府  兵 庫 県  奈 良 県  和 歌 山 県  

中 国 ： 鳥 取 県  島 根 県  岡 山 県  広 島 県  山 口 県  

四 国 ： 徳 島 県  香 川 県  愛 媛 県  高 知 県  

九 州 ・ 沖 縄 ： 福 岡 県  佐 賀 県  長 崎 県  熊 本 県  大 分 県  宮 崎 県  鹿 児 島 県  沖 縄 県  
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Ⅱ ． 事 前 調 査 等 の ア ン ケ ー ト 調 査                                    

 

１ ． ア ン ケ ー ト 調 査 の 概 要  

（ １ ） 事 前 調 査  

 ア ． 実 施 の 目 的  

シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 に 先 立 ち 、 地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 核 と し た イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 及 び そ れ

に 伴 う ベ ン チ ャ ー 設 立 の 実 態 等 に つ い て 、 以 下 の と お り 調 査 を 実 施 し た 。  

 

 イ ， 調 査 実 施 時 期 お よ び 調 査 対 象 等  

（ ア ） 調 査 実 施 期 間  

     2 0 1 8 年 1 1 月 3 0 日 ～ 1 2 月 2 5 日  

 

（ イ ） 調 査 対 象  

・ 大 学 等 （ 782 校 ） ： 回 答 341 校 （ 国 立 64 校 、 公 立 36 校 、 私 立 ： 241 校 ） 、 回 収 率 43.6％  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー （ 文 部 科 学 省 事 業 に 関 係 す る 37 社 ） ： 回 答 16 社 、 回 収 率 43.2％  

・ ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル （ 文 部 科 学 省 事 業 に 関 係 す る 16 社 ） ： 回 答 5 社 、 回 収 率 31.3％  

 

 （ ウ ） 主 な 調 査 内 容  

調 査 対 象  主 な 調 査 内 容  

大 学 等  ・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 内 容 と 問 題 ・ 課 題  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 す る た め に 必 要 な こ と  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 状 況  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 成 功 事 例 と 成 功 要 因 、 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 立 上 げ に 向 け て の 問 題 ・ 課 題  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 資 金 調 達 、 市 場 分 析 や 知 財 に 関 す る 問 題 ・ 課 題  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 生 き 残 り に 向 け て の 問 題 ・ 課 題  

・ 国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 と の 連 携  

・ そ の 他 、 地 域 で 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

大 学 発 ベ ン チ ャ

ー  

・ 設 立 に 向 け て の 苦 労 ・ 設 立 に 結 び つ い た 要 因  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 資 金 調 達 、 市 場 分 析 や 知 財 に 関 す る 問 題 ・ 課 題  

・ ベ ン チ ャ ー 立 上 げ 後 の 問 題 ・ 課 題  

・ 国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 と の 連 携  

・ そ の 他 、 地 域 で 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

ベ ン チ ャ ー キ ャ

ピ タ ル  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー へ の 支 援 内 容  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 成 功 事 例 と 成 功 要 因 、 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因  

・ 投 資 の 有 無 の 判 断 基 準 と 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 足 り な い も の  

・ 立 ち 上 げ 後 の 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 問 題 ・ 課 題  

・ 国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 の 連 携  

・ そ の 他 、 地 域 で 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  
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（ ２ ） そ の 他 の 調 査  

  ア ． 実 施 の 目 的  

前 述 の 事 前 調 査 に 加 え て 、 さ ら に 多 角 的 に 様 々 な 組 織 の 取 組 み や 問 題 ・ 課 題 等 に 関 す る 情 報 を

入 手 す る 目 的 で 、 地 方 自 治 体 と 金 融 機 関 に 対 し て ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。  

 

 イ ． 調 査 実 施 時 期 お よ び 調 査 対 象 等  

（ ア ） 調 査 実 施 期 間  

     2019 年 2 月 15 日 ～ 3 月 11 日  

 

（ イ ） 調 査 対 象  

・ 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 、 計 67） ： 回 答 34（ 都 道 府 県 28、 政 令 指 定 都 市 6） 、  

回 収 率 50.7％  

・ 金 融 機 関 （ 11 社 ） ： 回 答 4 社 、 回 収 率 36.4％  

 

（ ウ ） 主 な 調 査 内 容  

調 査 対 象  主 な 調 査 内 容  

地 方 自 治 体  ・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 内 容 と 問 題 ・ 課 題  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 す る た め に 必 要 な こ と  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 し て い く 上 で の 国 立 大 学 の 重 要 性  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー へ の 支 援  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 支 援 に お け る 他 の 組 織 と の 連 携  

・ 国 ・ 金 融 機 関 や 地 方 自 治 体 等 と の 連 携  

・ そ の 他 、 地 域 で 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

金 融 機 関  ・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 内 容 と 問 題 ・ 課 題  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 す る た め に 必 要 な こ と  

・ ベ ン チ ャ ー 企 業 へ の 支 援 内 容  

・ 投 資 ・ 融 資 の 有 無 の 判 断 基 準 と ベ ン チ ャ ー 企 業 に 足 り な い も の  

・ 立 上 げ 後 の 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 問 題 ・ 課 題  

・ 国 ・ 地 方 自 治 体 や 大 学 等 と の 連 携  

・ そ の 他 、 地 域 で ベ ン チ ャ ー 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  
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２ ． ア ン ケ ー ト 調 査 結 果  

（ １ ） 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献  

ア ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 状 況  

 

項 目  地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 状 況  

対 象  大 学 等 ： 全 体 集 計  

大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計  

地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ）  

金 融 機 関  

質 問  地 域 で の イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 関 し て 、 ど の よ う な 貢 献 を さ れ て い ま す か ？  

結 果  ・ 大 学 等 に お け る 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 内 容 と し て は 、 「 プ ロ ジ ェ ク ト ベ ー ス で 地 域 創 生 に

貢 献 」 、 「 共 同 研 究 等 の 産 学 連 携 」 が ５ 割 を 超 え て お り 、 そ れ ら に 次 ぐ も の と し て は 、 「 地 域 経 済 や

地 域 産 業 を 支 援 す る た め の 組 織 の 設 置 」 、 「 地 方 自 治 体 等 に 対 す る 政 策 形 成 支 援 」 が ４ 割 を 超 え て

い る 。 （ 図 １ ）  

・ 大 学 等 に お け る 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 を 人 口 規 模 別 に 見 る と 、 全 体 的 に は 人 口 規 模 が 小 さ

く な る に つ れ 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ に 貢 献 す る こ と を 実 施 し て い る 割 合 が 高 く な る 傾 向 が み ら

れ る 。 ＊ た だ し 、 項 目 に よ っ て は 完 全 な 相 関 関 係 に は な っ て い な い 。 （ 図 ２ ）  

・ 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） は 様 々 な 取 組 み を 実 施 し 、 か つ 力 を 入 れ て い る が 、 産 学

連 携 の 推 進 を 実 施 し て い る 地 方 自 治 体 は ９ 割 を 超 え て い る 。 ベ ン チ ャ ー 企 業 立 上 げ 支 援 も 実 施 し

て い る 割 合 も 高 い が 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 特 化 し た 支 援 は さ ほ ど 多 く は な い 。 （ 図 ３ ）  

・ 金 融 機 関 で 回 答 が あ っ た ４ 社 に つ い て は 、 「 産 学 連 携 支 援 部 署 の 設 置 」 、 「 プ ロ ジ ェ ク ト 立 上 げ 支

援 」 、 「 産 学 連 携 の 仲 介 」 、 「 地 元 企 業 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ や 情 報 提 供 」 に つ い て 、 ４ 社 全 て

で 実 施 し て い る 。 （ 図 ４ ）  

〔 大 学 等 ： 全 体 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １  

4 5 . 6 %

4 7 . 3 %

5 5 . 8 %

5 5 . 5 %

3 5 . 2 %

2 5 . 6 %

4 . 2 %

2 3 . 3 %

5 4 . 4 %

5 2 . 7 %

4 4 . 2 %

4 4 . 5 %

6 4 . 8 %

7 4 . 4 %

9 5 . 8 %

7 6 . 7 %

地 域 経 済 や 地 域 産 業 を 支 援 す る た め の 組 織 の 設 置 ( n = 3 3 8 )

地 域 課 題 の 解 決 に 向 け 、 自 治 体 等 に 対 す る 政 策 形 成 支 援

( n = 3 3 6 )

自 治 体 と 連 携 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト ベ ー ス で 地 域 創 生 に 貢 献 ( n = 3 3 5 )

共 同 研 究 等 の 産 学 連 携 に よ り 、 地 域 の 企 業 を 支 援 ( n = 3 3 5 )

地 元 の 企 業 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ や 技 術 情 報 提 供 等 の 支 援

( n = 3 3 5 )

大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 ち 上 げ ( n = 3 3 6 )

大 学 発 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル ・ フ ァ ン ド の 立 ち 上 げ ( n = 3 3 5 )

起 業 家 養 成 の た め の 教 育 プ ロ グ ラ ム の 提 供 ( n = 3 3 5 )

実 施 し て い る 実 施 し て い な い
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〔 大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計 〕  

 地 域  回 答 数  実 施 し て い る 割 合 (％ ) 

ａ ． 地 域 経 済 や 地

域 産 業 を 支 援

す る た め の 組

織 （ セ ン タ ー

等 ） の 設 置  

東 京 圏  103           29.1% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  93           38.7% 

200 万 人 以 上  47           51.1% 

150 万 人 以 上  29           62.1% 

100 万 人 以 上  36           72.2% 

100 万 人 未 満  29           69.0% 

ｂ ． 地 域 課 題 の 解

決 に 向 け 、 自

治 体 等 に 対 す

る 政 策 形 成 支

援  

東 京 圏  103           29.1% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           47.8% 

200 万 人 以 上  47           48.9% 

150 万 人 以 上  28           64.3% 

100 万 人 以 上  36           66.7% 

100 万 人 未 満  29           69.0% 

ｃ ． 自 治 体 と 連 携

し 、 プ ロ ジ ェ

ク ト ベ ー ス で

地 域 創 生 に 貢

献  

東 京 圏  102           43.1% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           57.6% 

200 万 人 以 上  47           63.8% 

150 万 人 以 上  28           60.7% 

100 万 人 以 上  36           63.9% 

100 万 人 未 満  29           69.0% 

ｄ ． 共 同 研 究 等 の

産 学 連 携 に よ

り 、 地 域 の 企

業 を 支 援  

東 京 圏  102           42.2% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           53.3% 

200 万 人 以 上  47           68.1% 

150 万 人 以 上  28           71.4% 

100 万 人 以 上  36           72.2% 

100 万 人 未 満  29           55.2% 

ｅ ． 地 元 の 企 業 に

対 す る コ ン サ

ル テ ィ ン グ や

技 術 情 報 提 供

等 の 支 援  

東 京 圏  102           21.6% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           31.5% 

200 万 人 以 上  47           38.3% 

150 万 人 以 上  28           50.0% 

100 万 人 以 上  36           61.1% 

100 万 人 未 満  29           44.8% 

ｆ ． 大 学 発 ベ ン チ

ャ ー の 立 ち 上

げ  

東 京 圏  103           15.5% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  62           25.0% 

200 万 人 以 上  47           23.4% 

150 万 人 以 上  28           39.3% 

100 万 人 以 上  36           44.4% 

100 万 人 未 満  29           31.0% 

ｇ ． 大 学 発 ベ ン チ

ャ ー キ ャ ピ タ

ル ・ フ ァ ン ド

の 立 ち 上 げ  

東 京 圏  102           2.0% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           6.5% 

200 万 人 以 上  47           4.3% 

150 万 人 以 上  28           10.7% 

100 万 人 以 上  36           0.0% 

100 万 人 未 満  29           3.4% 

ｈ ． 起 業 家 養 成 の

た め の 教 育 プ

ロ グ ラ ム の 提

供  

東 京 圏  102           13.7% 

東 京 圏 以 外  

500 万 人 以 上  92           18.5% 

200 万 人 以 上  47           27.7% 

150 万 人 以 上  28           42.9% 

100 万 人 以 上  36           33.3% 

100 万 人 未 満  29           34.5% 

 

図 ２  
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〔 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３  

 

〔 金 融 機 関 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４  

 

 

  

7 3 . 5 %

6 6 . 7 %

7 9 . 4 %

9 1 . 4 %

7 8 . 1 %

7 8 . 8 %

3 8 . 2 %

7 6 . 5 %

6 3 . 6 %

5 . 9 %

1 8 . 2 %

1 1 . 8 %

8 . 6 %

1 2 . 5 %

1 2 . 1 %

2 3 . 5 %

1 4 . 7 %

1 8 . 2 %

2 0 . 6 %

1 5 . 2 %

8 . 8 %

9 . 4 %

9 . 1 %

3 8 . 2 %

8 . 8 %

1 8 . 2 %

ａ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 向 け た 戦 略 の 策 定 ( n = 3 4 )

ｂ ． 直 近 ３ 年 間 に お い て 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 に 関 す る 国

の プ ロ ジ ェ ク ト の 予 算 獲 得 ( n = 3 3 )

ｃ ． 地 域 内 で の プ ロ ジ ェ ク ト の 立 上 げ の 推 進 ( n = 3 4 )

ｄ ． 地 域 内 で の 産 学 官 連 携 の 推 進 ( n = 3 5 )

ｅ ． 地 元 の 企 業 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ 支 援 ( n = 3 2 )

ｆ ． ベ ン チ ャ ー 企 業 の 立 ち 上 げ 支 援 ( n = 3 3 )

ｇ ． ｆ ． の う ち 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 ち 上 げ 支 援 ( n = 3 4 )

ｈ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 向 け た 様 々 な イ ベ ン ト の 開 催 ( n = 3 4 )

ｉ ． イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 の た め の 支 援

( n = 3 3 )

実 施 し て お り 、 力 を 入 れ て い る 実 施 し て い る が 、 さ ほ ど で は な い 実 施 し て い な い

4

4

4

2

4

3

1

2

2

1

2

2

ａ ． 地 域 の 産 学 連 携 を 支 援 す る た め の 部 署 の 設 置 ( n = 4 )

ｂ ． 自 治 体 や 大 学 と 連 携 し 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 立 上 げ を 支 援 ( n = 4 )

ｃ ． 産 学 連 携 の 仲 介 に よ り 、 地 域 の 企 業 を 支 援 ( n = 4 )

ｄ ． 地 域 課 題 の 解 決 に 向 け 、 自 治 体 等 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ

( n = 4 )

ｅ ． 地 元 の 企 業 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ や 情 報 提 供 等 の 支 援

( n = 4 )

ｆ ． ベ ン チ ャ ー 企 業 の 立 ち 上 げ 支 援 ( n = 4 )

ｇ ． ｆ ． の う ち 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 ち 上 げ 支 援 ( n = 3 )

ｈ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 向 け た 様 々 な イ ベ ン ト の 開 催 支 援

( n = 4 )

実 施 し て い る 実 施 し て い な い
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イ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 の 積 極 性  

 

項 目  地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 の 積 極 性  

対 象  大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計  

大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計  

大 学 等 ： 地 方 別 集 計  

質 問  地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 向 け て の 協 力 体 制 （ 積 極 性 ） に つ い て お 選 び 下 さ い 。  

結 果  ・ 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 に 見 る と 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 の 積 極 性 と し て は 、 国 立 ＞ 公 立 ＞ 私

立 と な っ て い る 。 （ 図 ５ ）  

・ 地 域 別 （ 人 口 規 模 別 ） に 見 る と 、 人 口 が 少 な い 都 道 府 県 に 位 置 す る 大 学 等 の 方 が 、 地 域 イ ノ ベ ー

シ ョ ン へ の 貢 献 に つ い て 積 極 的 と 回 答 し て い る 傾 向 に あ る 。 （ 図 ６ ）  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 の 積 極 性 に つ い て 地 方 別 に 見 る と 、 「 か な り 積 極 的 」 と 回 答 し た 大

学 等 の 割 合 は 、 四 国 地 方 、 近 畿 地 方 、 東 北 地 方 、 中 部 地 方 に お い て 比 較 的 高 い 割 合 と な っ て い る 。  

 （ 図 ７ ）  

〔 大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５  

 

 

〔 大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６  

1 4 . 5 %

6 . 1 %

1 4 . 1 %

1 5 . 2 %

1 7 . 2 %

2 2 . 9 %

3 1 . 0 %

2 5 . 5 %

2 5 . 3 %

2 0 . 7 %

2 6 . 1 %

2 7 . 6 %

3 7 . 1 %

2 4 . 1 %

4 4 . 5 %

4 4 . 4 %

5 0 . 0 %

4 5 . 7 %

4 4 . 8 %

2 8 . 6 %

4 4 . 8 %

9 . 7 %

1 3 . 1 %

1 0 . 9 %

8 . 7 %

1 0 . 3 %

5 . 7 %

0 . 0 %

5 . 8 %

1 1 . 1 %

4 . 3 %

4 . 3 %

0 . 0 %

5 . 7 %

0 . 0 %

全 体

( n = 3 3 0 )

首 都 圏

( n = 9 9 )

５ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 9 2 )

２ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 4 6 )

１ ５ ０ 万 人 以 上

( n = 2 9 )

１ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 3 5 )

１ ０ ０ 万 人 未 満

( n = 2 9 )

か な り 積 極 的 ど ち ら か と い え ば 積 極 的 ど ち ら と も い え な い ど ち ら か と い え ば 消 極 的 か な り 消 極 的

1 4 . 6 %

4 6 . 9 %

1 1 . 4 %

6 . 1 %

2 5 . 5 %

2 9 . 7 %

2 2 . 9 %

2 4 . 8 %

4 4 . 7 %

1 8 . 8 %

5 7 . 1 %

5 0 . 0 %

9 . 7 %

0 . 0 %

8 . 6 %

1 2 . 6 %

5 . 5 %

4 . 7 %

0 . 0 %

6 . 5 %

全 体 ( n = 3 2 9 )

国 立 ( n = 6 4 )

公 立 ( n = 3 5 )

私 立 ( n = 2 3 0 )

か な り 積 極 的 ど ち ら か と い え ば 積 極 的 ど ち ら と も い え な い ど ち ら か と い え ば 消 極 的 か な り 消 極 的
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〔 大 学 等 ： 地 方 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７  

 

 

 

  

1 4 . 5 %

1 4 . 3 %

2 0 . 0 %

7 . 3 %

1 8 . 9 %

2 0 . 7 %

8 . 7 %

3 6 . 4 %

1 4 . 7 %

2 5 . 5 %

2 8 . 6 %

4 0 . 0 %

2 3 . 6 %

3 2 . 1 %

1 7 . 2 %

2 6 . 1 %

9 . 1 %

2 9 . 4 %

4 4 . 5 %

4 2 . 9 %

3 0 . 0 %

4 5 . 5 %

3 7 . 7 %

5 3 . 4 %

4 7 . 8 %

5 4 . 5 %

4 1 . 2 %

9 . 7 %

9 . 5 %

0 . 0 %

1 3 . 6 %

7 . 5 %

8 . 6 %

1 3 . 0 %

0 . 0 %

8 . 8 %

5 . 8 %

4 . 8 %

1 0 . 0 %

1 0 . 0 %

3 . 8 %

0 . 0 %

4 . 3 %

0 . 0 %

5 . 9 %

全 体 ( n = 3 3 0 )

北 海 道 ( n = 2 1 )

東 北 ( n = 2 0 )

関 東 ( n = 1 1 0 )

中 部 ( n = 5 3 )

近 畿 ( n = 5 8 )

中 国 ( n = 2 3 )

四 国 ( n = 1 1 )

九 州 ・ 沖 縄 ( n = 3 4 )

か な り 積 極 的 ど ち ら か と い え ば 積 極 的 ど ち ら と も い え な い ど ち ら か と い え ば 消 極 的 か な り 消 極 的
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ウ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 貢 献 す る 上 で の 問 題 ・ 課 題  

 

項 目  地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 貢 献 す る 上 で の 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ）  

質 問  地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 貢 献 す る 上 で の 問 題 ・ 課 題 に つ い て お 選 び 下 さ い 。  

結 果  ・ 大 学 等 ・ 地 方 自 治 体 共 に 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 貢 献 す る 上 で の 問 題 ・ 課 題 と し て 、 「 貢 献 で き そ

う な 技 術 （ ま た は 知 見 ） や ノ ウ ハ ウ の 「 不 足 」 と 「 人 材 が 少 な い 」 と い う 回 答 が 、 他 の 項 目 と 比

較 す る と 多 い 。  

〔 大 学 等 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８  

 

〔 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） 〕 ＊ 特 に 当 て は ま る も の ３ つ を 選 択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９  

1 4 . 2 %

2 5 . 3 %

2 3 . 5 %

5 . 2 %

1 9 . 1 %

1 3 . 0 %

6 . 8 %

4 4 . 6 %

3 6 . 1 %

4 3 . 2 %

4 8 . 5 %

3 5 . 5 %

4 1 . 4 %

2 9 . 5 %

4 1 . 2 %

3 8 . 6 %

3 3 . 3 %

4 6 . 3 %

4 5 . 4 %

4 5 . 7 %

6 3 . 7 %

地 域 に 対 し て ど の よ う に 貢 献 す べ き か 、 よ く わ か ら な い ( n = 3 2 5 )

地 域 に 貢 献 で き そ う な 技 術 や ノ ウ ハ ウ が 少 な い ( n = 3 2 4 )

地 域 に 貢 献 で き る 人 材 が 少 な い ( n = 3 2 4 )

地 域 全 体 と し て 大 学 側 へ の 期 待 が 低 い ( n = 3 2 4 )

大 学 に 対 し て 協 力 要 請 が ほ と ん ど 来 な い ( n = 3 2 4 )

地 域 に 貢 献 し て も 教 員 の 評 価 に は つ な が ら な い ( n = 3 2 4 )

地 域 内 の つ な が り （ 自 治 体 と の 連 携 な ど ） が 弱 い ( n = 3 2 5 )

当 て は ま る ど ち ら と も い え な い 当 て は ま ら な い

2 . 9 %

3 4 . 3 %

3 1 . 4 %

5 4 . 3 %

5 7 . 1 %

1 4 . 3 %

3 7 . 1 %

2 0 . 0 %

5 . 7 %

5 . 7 %

5 . 7 %

3 1 . 4 %

政 策 方 針 の 転 換 に よ り 、 施 策 の 一 貫 性 を 保 つ こ と が 困 難

長 期 的 な 研 究 開 発 へ の 理 解 が 得 に く く 、 支 援 が 困 難

基 礎 研 究 等 、 シ ー ド 段 階 の 研 究 開 発 へ の 理 解 が 得 に く く 、 支 援 が

困 難

地 域 で イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 す る た め の 知 見 や ノ ウ ハ ウ 等 が 足 り な

い

地 域 で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 で き る 人 材 が 少 な い

短 期 間 で 職 員 の 移 動 が あ り 、 知 見 が 継 承 さ れ な い

地 域 で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 す る た め の 予 算 が 少 な い

地 域 で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創 出 す る た め の 技 術 力 を 持 つ 大 学 や 企 業

が 少 な い

産 学 官 の 連 携 の 場 や 機 会 が 少 な い

産 学 官 の 連 携 な ど に お い て 、 地 域 外 と の 人 脈 や 連 携 の 機 会 が 少

な い

産 学 官 の 連 携 に よ る 技 術 開 発 に お い て 、 実 証 フ ィ ー ル ド の 確 保 に

苦 労 し て い る

地 域 内 で 新 し い 製 品 ・ サ ー ビ ス を 開 発 し て も 、 大 学 や 中 小 企 業 が

販 売 先 を 確 保 す る の に 苦 労 し て い る
( n = 3 5 )
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エ ． 地 域 全 体 で イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 推 進 す る た め に 重 要 な こ と  

 

項 目  地 域 全 体 で イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 推 進 す る た め に 重 要 な こ と  

対 象  大 学 等  

地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ）  

質 問  地 域 全 体 で イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 推 進 す る た め の 事 項 に つ い て 重 要 度 を お 選 び 下 さ い 。  

結 果  ・ 大 学 等 に お い て は 、 地 域 全 体 で イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 を 推 進 す る た め の 重 要 事 項 と し て は 、 「 地 域

イ ノ ベ ー シ ョ ン に 貢 献 で き る 人 材 の 確 保 」 、 「 地 方 自 治 体 の 組 織 的 な 支 援 ・ 協 力 」 を 挙 げ た 者 が 多

く 、 次 い で 「 地 域 内 で の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 強 化 」 、 「 技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 資 金 の

獲 得 」 、 「 地 域 内 で の ビ ジ ョ ン ・ 戦 略 の 強 化 」 が 多 く を 占 め た 。 （ 図 １ ０ ）  

・ 地 方 自 治 体 に お い て は 、 「 人 材 の 確 保 ・ 育 成 」 が 最 も 多 く 、 「 技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 予 算 の 獲

得 」 が そ れ に 次 い で い る 。 （ 図 １ １ ）  

〔 大 学 等 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ０  

 

 

〔 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） 〕 ＊ 特 に 重 要 な も の ３ つ を 選 択  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ １  

6 3 . 7 %

7 1 . 8 %

3 3 . 9 %

7 7 . 1 %

6 9 . 7 %

3 1 . 5 %

6 8 . 2 %

2 7 . 2 %

2 8 . 9 %

3 4 . 3 %

2 7 . 9 %

5 9 . 5 %

2 2 . 2 %

2 9 . 6 %

6 2 . 0 %

3 0 . 8 %

6 2 . 3 %

5 8 . 9 %

2 . 0 %

0 . 3 %

6 . 6 %

0 . 7 %

0 . 7 %

6 . 6 %

1 . 0 %

1 0 . 6 %

1 2 . 2 %

地 域 内 で の ビ ジ ョ ン ・ 戦 略 策 定 の 強 化 ( n = 3 0 6 )

自 治 体 の 組 織 的 な 支 援 ・ 協 力 ( n = 3 0 5 )

地 域 内 で の 技 術 力 の 強 化 ( n = 3 0 4 )

地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 貢 献 で き る 人 材 の 確 保 ・ 育 成

( n = 3 0 6 )

地 域 内 で の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 強 化 ( n = 3 0 7 )

地 域 外 と の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 強 化 ( n = 3 0 5 )

技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 資 金 の 獲 得 ( n = 3 0 5 )

Ｐ Ｏ Ｃ （ 概 念 実 証 ） 実 施 拠 点 の 整 備 ( n = 3 0 2 )

販 路 の 拡 大 ( n = 3 0 4 )

か な り 重 要 あ る 程 度 は 重 要 さ ほ ど 重 要 で は な い

5 . 7 %

3 7 . 1 %

3 1 . 4 %

8 8 . 6 %

4 2 . 9 %

1 7 . 1 %

5 1 . 4 %

5 . 7 %

2 0 . 0 %

地 域 内 で の ビ ジ ョ ン ・ 戦 略 策 定 の 強 化

行 政 に よ る 組 織 的 か つ 継 続 的 な 支 援 ・ 協 力

地 域 内 で の 技 術 力 の 強 化

地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 貢 献 で き る 人 材 の 確 保 ・ 育 成

地 域 内 ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 強 化

地 域 外 と の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 強 化

技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 予 算 の 獲 得

実 証 フ ィ ー ル ド の 確 保

大 学 や 中 小 企 業 が 開 発 し た 技 術 の 販 売 先 の 確 保
( n = 3 5 )
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オ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 取 組 み ・ 貢 献 の 具 体 的 な 事 例  

〔 大 学 等 〕  

 主 な 取 組 例  

政 策 形 成 ・ 戦 略 立 案 支 援  ・ 地 方 自 治 体 の 市 街 地 再 開 発 事 業 に お け る 産 業 振 興 、 人 材 教 育 に 関 す る 地 元 高

等 教 育 機 関 が 連 携 し た 事 業 構 想 の 提 案 と 社 会 実 験  

・ 地 方 自 治 体 、 市 民 を 交 え た 産 学 官 民 共 創 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 向 け た 議 論 を 行 う

場 の 設 置  

・ 地 域 課 題 に つ い て 当 事 者 意 識 を 持 つ 多 様 な 経 験 と 能 力 や 意 欲 を 持 つ 人 が 集 ま

っ て 議 論 を し 、 行 動 を 起 こ す ス タ ジ オ を 大 学 が 推 進 ・ 支 援  

・ 産 学 官 民 が 連 携 し て 行 う 産 業 振 興 や 地 域 の 課 題 解 決 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る

県 の 産 学 官 民 連 携 セ ン タ ー に 大 学 職 員 を 配 置  

地 域 産 業 へ の ア ド バ イ

ス  

・ 震 災 復 興 に 向 け た 地 元 特 産 品 の ブ ラ ン ド 化 の 推 進 や 食 料 分 野 で の ア ド バ イ ス  

・ 地 元 企 業 に 対 す る 相 談 対 応 （ 学 内 で の 相 談 受 付 や 「 出 前 研 究 室 」 （ 企 業 を 訪 問 ） ）  

・ 社 会 科 学 的 な 視 点 か ら 市 場 調 査 、 マ ー ケ テ ィ ン グ リ サ ー チ 等 「 売 れ る た め の

ノ ウ ハ ウ 」 を 捻 出 す る 取 組 例 は 多 い  

共 同 研 究 や プ ロ ジ ェ ク

ト に よ る 支 援  

・ 農 業 法 人 に 対 し 、 イ チ ゴ ワ イ ン の 技 術 を 提 供 し 、 事 業 立 ち 上 げ を 支 援  

・ 市 役 所 、 地 元 の カ レ ー パ ン 会 と 協 同 で 、 カ レ ー パ ン レ シ ピ を 作 成  

起 業 支 援  ・ 起 業 推 進 セ ン タ ー （ 一 般 社 団 法 人 ） を 学 外 に 設 立 し 活 動 を 開 始  

・ 地 域 の 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 振 興 会 議 へ の 参 画  

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  ・ 大 学 と 産 業 界 等 の 連 携 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の た め の 「 イ ブ ニ ン グ ・ サ ロ ン 」 を

開 催  

・ 「 産 学 官 金 連 携 推 進 会 議 」 を 毎 年 開 催 。 今 年 度 は 500 名 の 参 加 者 を 集 め 、 県 内

の 産 学 連 携 促 進 に 貢 献  

・ 産 学 連 携 後 援 組 織 を 通 じ て の 「 対 話 型 技 術 者 交 流 会 」 を 定 期 開 催  

人 材 育 成 支 援  ・ 「 地 方 自 治 体 職 員 の コ ー デ ィ ネ ー ト 力 」 及 び 「 議 論 の フ ァ シ リ テ ー ト 技 法 」 の

向 上 に 向 け た プ ロ グ ラ ム を 地 方 自 治 体 職 員 向 け に 実 施  

・ 高 校 の 「 ス ポ ー ツ 資 源 を 活 用 し た ひ と ・ も の ・ し ご と 創 生 」 の 総 合 学 習 に 協

力  

・ 金 融 機 関 に 対 し 、 「 も の づ く り ・ 製 造 業 に 関 す る 金 融 職 員 教 育 セ ミ ナ ー 」 の プ

ロ グ ラ ム を 開 発  

・ 地 域 創 成 科 学 科 を 設 置 し 、 実 学 型 教 育 を 通 じ て 、 地 域 づ く り の 担 い 手 や リ ー

ダ ー に な り う る 人 材 の 育 成 を 目 指 し て い る  

・ 企 業 向 け に 「 産 業 用 ロ ボ ッ ト 導 入 支 援 講 座 」 や 「 専 門 人 材 育 成 講 座 」 を 開 講  
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〔 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） 〕  

 主 な 取 組 例  

政 策 形 成 ・ 戦 略 立 案  ・ 科 学 技 術 重 点 研 究 テ ー マ の 調 査 研 究  

地 域 産 業 へ の ア ド バ イ

ス  

・ 特 定 技 術 分 野 の イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー を 設 立 し 、 中 小 企 業 の 課 題 解 決 、 知

財 相 談 等 の 支 援 に 取 り 組 ん で き た  

共 同 研 究 や プ ロ ジ ェ ク

ト に よ る 支 援  

・ コ ン ソ ー シ ア ム に よ る 産 学 官 連 携 の 推 進  

・ 成 長 産 業 発 掘 ・ 育 成 事 業 （ 育 成 へ の 取 組 が 自 立 ・ 継 続 的 に 進 む エ コ シ ス テ ム

の 実 現 を 目 指 す 地 域 の 産 学 官 金 連 携 の 組 織 体 ） に よ る 運 営 ） 、 地 域 未 来 投 資 支

援 コ ー デ ィ ネ ー ト 事 業 、 産 学 官 橋 渡 し 共 同 研 究 開 発 事 業  

・ LSI 、 エ ネ ル ギ ー 、 医 療 ロ ボ ッ ト 、 ド ロ ー ン な ど 産 業 分 野 別 に 企 業 会 や 協 議 会

を 設 け 、 分 野 ご と に 産 学 官 連 携 に よ る 技 術 開 発 や 研 究 開 発 支 援 を 実 施  

起 業 支 援  ・ 成 長 が 見 込 ま れ る 産 業 分 野 （ 航 空 機 、 次 世 代 自 動 車 、 医 療 機 器 、 健 康 ・ 医 療 ・

福 祉 関 連 分 野 等 ） の 創 出 ・ 育 成 の 推 進  

・ 地 域 リ ソ ー ス を 活 か し て 、 地 域 内 に 限 定 せ ず 全 国 の シ ー ズ を 事 業 化 す る 取 り

組 み を 始 め て い る  

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築  ・ 知 的 創 造 拠 点 を 拠 点 に 、 組 織 ・ 国 等 を 越 え た オ ー プ ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン に 取

り 組 む こ と な ど を 目 指 し て い る  

・ 県 内 技 術 者 ・ 研 究 者 の 技 術 交 流 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 及 び Ｏ Ｂ バ ン ク 制 度 を 創 出

し 、 オ ー プ ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン の 促 進 に よ る 県 内 企 業 の 連 携 強 化 や 技 術 力 ・

研 究 開 発 力 の 向 上 、 高 度 産 業 人 材 の 育 成 等 を 図 る こ と と し て い る  

・ 産 学 官 金 に よ る 会 議 の 開 催  

人 材 育 成 支 援  ・ 中 小 企 業 の 技 術 人 材 育 成 の 支 援 に 取 り 組 ん で き た  
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（ ２ ） 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に つ い て  

ア ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 の 実 績  

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 の 実 績  

対 象  大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計  

大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 の 実 績 は あ り ま す か ？  

結 果  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 置 の 実 績 に つ い て 、 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 に 見 る と 、 国 立 大 学 は ７ 割 を 超 え

る 大 学 等 が 設 置 の 実 績 が あ る が 、 公 立 は ３ 割 弱 、 私 立 は ２ 割 弱 と な っ て い る 。 （ 図 １ ２ ）  

・ 地 域 別 （ 人 口 規 模 ご と ） に 見 る と 、 人 口 規 模 が 小 さ い 地 域 の 方 が 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 置 の 割

合 が 高 く な る 傾 向 と な っ て い る 。 （ 図 １ ３ ）  

〔 大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ２  

 

 

〔 大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ３  

 

6 9 . 6 %

7 3 . 8 %

7 4 . 2 %

7 0 . 8 %

6 2 . 1 %

5 2 . 9 %

6 5 . 5 %

3 0 . 4 %

2 6 . 2 %

2 5 . 8 %

2 9 . 2 %

3 7 . 9 %

4 7 . 1 %

3 4 . 5 %

全 体

( n = 3 3 6 )

東 京 圏

( n = 1 0 3 )

５ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 9 3 )

２ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 4 8 )

１ ５ ０ 万 人 以 上

( n = 2 9 )

１ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 3 4 )

１ ０ ０ 万 人 未 満

( n = 2 9 )

な い あ る

6 9 . 6 %

2 8 . 1 %

7 1 . 4 %

8 0 . 6 %

3 0 . 4 %

7 1 . 9 %

2 8 . 6 %

1 9 . 4 %

全 体 ( n = 3 3 6 )

国 立 ( n = 6 4 )

公 立 ( n = 3 5 )

私 立 ( n = 2 3 7 )

な い あ る
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イ ． 成 功 し た 要 因 と 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因  

 

項 目  成 功 し た 要 因  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 成 功 し た 要 因 は 何 だ っ た で し ょ う か ？ （ 特 に 有 効 だ っ た も の ３ つ ）  

結 果  ・ 「 技 術 が 非 常 に 優 れ て い た 」 が 最 も 多 く 、 「 事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 が い た 」 が 続 く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ４  

 

項 目  期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因 は 何 だ っ た で し ょ う か ？ （ 特 に 決 定 的 だ っ た

も の ３ つ ）  

結 果  ・ 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因 と し て は 、 「 事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 の 不 在 」 が 最 も 多 く 、 「 事

業 化 に 向 け た 人 材 の 確 保 の 失 敗 」 、 「 市 場 の 確 保 の 失 敗 」 、 「 技 術 自 体 の 優 位 性 の 無 さ 」 が 続 く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ５  

7 0 . 1 %

4 0 . 3 %

3 2 . 5 %

2 4 . 7 %

1 3 . 0 %

1 4 . 3 %

0 . 0 %

2 3 . 4 %

9 . 1 %

3 2 . 5 %

2 2 . 1 %

7 . 8 %

技 術 が 非 常 に 優 れ て い た

事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 が い た

事 業 化 に 向 け た 人 材 を 確 保 で き た

資 金 獲 得 が う ま く で き た

国 か ら 様 々 な 支 援 を 得 る こ と が で き た

自 治 体 や 関 係 機 関 か ら 様 々 な 支 援 を 得 る こ と が で き た

金 融 機 関 か ら 様 々 な 支 援 （ 資 金 以 外 ） を 得 る こ と が で き た

良 い パ ー ト ナ ー 企 業 と め ぐ り 合 え た

市 場 の 確 保 が う ま く で き た

事 業 が 市 場 の ニ ー ズ に マ ッ チ し て い た

特 許 （ ま た は ラ イ セ ン ス ） を 取 得 す る こ と が で き た

そ の 他
( n = 7 7 )

3 8 . 4 %

6 4 . 4 %

4 2 . 5 %

2 7 . 4 %

2 . 7 %

4 . 1 %

2 . 7 %

2 4 . 7 %

3 9 . 7 %

2 6 . 0 %

1 . 4 %

1 2 . 3 %

技 術 自 体 に 優 位 性 が な か っ た

事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 が い な か っ た

事 業 化 に 向 け た 人 材 を 確 保 で き な か っ た

資 金 獲 得 が う ま く で き な か っ た

国 か ら 様 々 な 支 援 を 得 る こ と が で き な か っ た

自 治 体 や 関 係 機 関 か ら 様 々 な 支 援 を 得 る こ と が で き な か っ た

金 融 機 関 か ら 様 々 な 支 援 （ 資 金 以 外 ） を 得 る こ と が で き な か っ た

良 い パ ー ト ナ ー 企 業 と め ぐ り 合 え な か っ た

市 場 の 確 保 が う ま く で き な か っ た

事 業 が 市 場 の ニ ー ズ に 合 わ な か っ た

特 許 （ ま た は ラ イ セ ン ス ） を 取 得 す る こ と が で き な か っ た

そ の 他
( n = 7 3 )
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ウ ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 対 す る 支 援 の 積 極 性  

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 対 す る 支 援 の 積 極 性  

対 象  大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計  

大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 支 援 体 制 と し て 当 て は ま る も の を 選 ん で 下 さ い 。  

結 果  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 支 援 へ の 積 極 性 に つ い て は 、 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 に 見 る と 、 国 立 大 学 が 最

も 積 極 的 で あ る と い う 回 答 結 果 に な っ て い る 。 （ 図 １ ６ ）  

・ 地 域 別 （ 人 口 規 模 別 ） に 見 る と 、 人 口 規 模 が 小 さ い 地 域 の 方 が 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 支 援 に 対

し て 積 極 的 な 傾 向 と な っ て い る 。 （ 図 １ ７ ）  

〔 大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ６  

 

〔 大 学 等 ： 東 京 圏 ・ 東 京 圏 外 （ 人 口 規 模 ご と ） 別 集 計 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ７  

 

 

  

6 . 3 %

2 8 . 1 %

1 . 3 %

1 0 . 8 %

2 8 . 1 %

2 . 9 %

7 . 3 %

3 8 . 6 %

2 9 . 7 %

4 1 . 2 %

4 0 . 6 %

2 2 . 9 %

6 . 3 %

2 3 . 5 %

2 7 . 4 %

2 1 . 4 %

7 . 8 %

3 2 . 4 %

2 3 . 5 %

全 体 ( n = 3 3 2 )

国 立 ( n = 6 4 )

公 立 ( n = 3 4 )

私 立 ( n = 2 3 4 )

か な り 積 極 的 ど ち ら か と い え ば 積 極 的 ど ち ら と も い え な い ど ち ら か と い え ば 消 極 的 か な り 消 極 的

6 . 3 %

3 . 0 %

6 . 5 %

6 . 4 %

6 . 9 %

8 . 8 %

1 3 . 8 %

1 0 . 8 %

7 . 9 %

5 . 4 %

1 4 . 9 %

2 7 . 6 %

1 4 . 7 %

1 0 . 3 %

3 8 . 4 %

3 7 . 6 %

4 0 . 9 %

2 9 . 8 %

3 4 . 5 %

3 5 . 3 %

5 5 . 2 %

2 2 . 8 %

2 3 . 8 %

2 4 . 7 %

2 7 . 7 %

2 0 . 7 %

1 7 . 6 %

1 3 . 8 %

2 1 . 6 %

2 7 . 7 %

2 2 . 6 %

2 1 . 3 %

1 0 . 3 %

2 3 . 5 %

6 . 9 %

全 体

( n = 3 3 3 )

首 都 圏

( n = 1 0 1 )

５ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 9 3 )

２ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 4 7 )

１ ５ ０ 万 人 以 上

( n = 2 9 )

１ ０ ０ 万 人 以 上

( n = 3 4 )

１ ０ ０ 万 人 未 満

( n = 2 9 )

か な り 積 極 的 ど ち ら か と い え ば 積 極 的 ど ち ら と も い え な い ど ち ら か と い え ば 消 極 的 か な り 消 極 的
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エ ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 対 す る 支 援 状 況  

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 対 す る 支 援 状 況  

対 象  大 学 等 ： ベ ン チ ャ ー 累 計 設 立 数 別 集 計  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー に 対 す る 支 援 （ 市 場 分 析 に 対 す る 支 援 ・ 資 金 獲 得 に 対 す る 支 援 ・ 経 営 全 体 に 関 す

る コ ン サ ル テ ィ ン グ ） を 行 っ て い ま す か ？   

結 果  ・ 市 場 分 析 に 対 す る 支 援 、 資 金 獲 得 に 対 す る 支 援 、 経 営 全 体 に 対 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ の い ず れ に

お い て も 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 多 く 生 み 出 し て き た 大 学 の 方 が 、 支 援 を 行 っ て い る 割 合 が 高 い 。  

〔 市 場 分 析 に 対 す る 支 援 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ８  

 

〔 資 金 獲 得 に 対 す る 支 援 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １ ９  

 

〔 経 営 全 体 に 関 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ０  

 

 

 

4 4 . 4 %

2 5 . 0 %

6 . 1 %

2 3 . 6 %

5 5 . 6 %

7 5 . 0 %

9 3 . 9 %
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２ ０ 社 以 上 （ n = 2 7 ）

１ ０ ～ １ ９ 社 （ n = 1 2 ）

１ ～ ９ 社 （ n = 3 3 ）

全 体 （ n = 7 2 ）

行 っ て い る 行 っ て い な い

1 9 . 8 %

1 0 . 9 %

1 5 . 4 %

3 9 . 3 %

8 0 . 2 %

8 9 . 1 %

8 4 . 6 %

6 0 . 7 %

全 体 ( n = 9 6 )

０ ～ ９ 社 ( n = 5 5 )

１ ０ ～ １ ９ 社 ( n = 1 3 )

２ ０ 社 以 上 ( n = 2 8 )

行 っ て い る 行 っ て い な い

2 7 . 4 %

1 3 . 0 %

3 0 . 8 %

5 3 . 6 %

7 2 . 6 %

8 7 . 0 %

6 9 . 2 %

4 6 . 4 %

全 体 ( n = 9 5 )

０ ～ ９ 社 ( n = 5 4 )

１ ０ ～ １ ９ 社 ( n = 1 3 )

２ ０ 社 以 上 ( n = 2 8 )

行 っ て い る 行 っ て い な い
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項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 出 の た め の 支 援 制 度 の 有 無  

対 象  地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ）  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 出 の た め の 支 援 制 度 は あ り ま す か ？  

結 果  ・ 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） の う ち 大 学 発 ベ ン チ ャ ー へ の 支 援 制 度 が あ る の は 6 割 弱

程 度 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 出 の た め の 支 援 制 度 の 内 容  

対 象  地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ）  

質 問  （ 前 問 で 支 援 制 度 が あ る と 回 答 し た 地 方 自 治 体 に つ い て ） 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 創 出 の た め の 支 援 と し

て 、 何 を 実 施 さ れ て い ま す か ？ （ 複 数 選 択 可 ）  

結 果  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 出 の た め の 支 援 内 容 と し て は 、 「 資 金 獲 得 に 関 す る 相 談 」 、 「 技 術 開 発 や 事

業 に お け る 連 携 相 手 の 紹 介 ・ 相 談 」 、 「 国 や 地 方 自 治 体 等 の 支 援 に 関 す る 相 談 」 、 「 経 営 的 な ア ド バ

イ ス 」 、 「 補 助 金 等 に よ る 財 政 支 援 」 を 挙 げ た 地 方 自 治 体 が 多 い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ２  

 

 

  

図 ２ １  

あ る

5 7 . 1 %

な い

4 2 . 9 %

( n = 3 5 )

2 6 . 7 %

6 6 . 7 %

6 6 . 7 %

6 0 . 0 %

6 0 . 0 %

4 0 . 0 %

3 3 . 3 %

0 . 0 %

6 0 . 0 %

1 3 . 3 %

市 場 分 析 に 対 す る 支 援

資 金 獲 得 に 関 す る 相 談

技 術 開 発 や 事 業 に お け る 連 携 相 手 の 紹 介 ・ 相 談

国 や 自 治 体 等 の 支 援 に 関 す る 相 談

経 営 的 な ア ド バ イ ス

知 財 に 関 す る ア ド バ イ ス

Ｅ Ｘ Ｉ Ｔ へ の ロ ー ド マ ッ プ の 作 成 支 援

大 学 発 ベ ン チ ャ ー 支 援 フ ァ ン ド の 設 立

補 助 金 等 に よ る 財 政 支 援

そ の 他
( n = 1 5 )
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オ ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 に 向 け て の 苦 労 ・ 問 題 ・ 課 題  

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 に 向 け て の 苦 労 ・ 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

大 学 発 ベ ン チ ャ ー  

質 問  ベ ン チ ャ ー 立 ち 上 げ 時 の 苦 労 ・ 問 題 ・ 課 題 に つ い て 、 該 当 す る も の を お 選 び 下 さ い 。  

結 果  ・ 大 学 等 側 は 、 設 立 に 向 け て の 問 題 ・ 課 題 と し て 「 採 算 を 取 れ る 見 通 し 」 、 「 事 業 化 に 関 す る ノ ウ ハ

ウ を 持 つ 者 の 不 足 」 、 「 事 業 化 に 必 要 な 人 材 の 確 保 」 、 「 資 金 の 獲 得 」 を 挙 げ た 者 が 多 い 。 （ 図 ２ ３ ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 側 は 、 設 立 に 向 け て 苦 労 し た こ と と し て 、 「 技 術 開 発 の 負 荷 の 大 き さ 」 、 「 事 業

化 に 向 け て の 構 想 ・ ビ ジ ョ ン 作 成 」 、 「 起 業 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 人 材 の 確 保 」 、 「 事 業 へ の 参 加

者 の 確 保 」 を 挙 げ た 者 が 多 い 。 （ 図 ２ ４ ）  

〔 大 学 等 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ３  

 

〔 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ４  
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5

9

6

5

1 0

6

5

4

3

5

2

2

3

1

3

2

大 学 と の 調 整

顧 客 の 獲 得

特 許 や ラ イ セ ン ス な ど の 獲 得

起 業 に 向 け た 資 金 獲 得

事 業 へ の 参 加 者 の 確 保

起 業 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 人 材 の 確 保

市 場 分 析

事 業 化 に 向 け て の 構 想 ・ ビ ジ ョ ン 作 成

技 術 開 発 の 負 荷 の 大 き さ

大 変 苦 労 し た 少 し 苦 労 し た さ ほ ど 苦 労 し な か っ た

単 位 ： 社

3 2 . 6 %

3 9 . 6 %

5 8 . 2 %

4 0 . 2 %

7 0 . 7 %

4 8 . 9 %

1 8 . 7 %

5 7 . 6 %

5 8 . 2 %

3 3 . 3 %

4 8 . 9 %

4 8 . 4 %

3 9 . 6 %

5 2 . 2 %

2 2 . 8 %

4 1 . 3 %

5 8 . 2 %

3 7 . 0 %

3 8 . 5 %

5 3 . 3 %

1 8 . 5 %

1 2 . 1 %

2 . 2 %

7 . 6 %

6 . 5 %

9 . 8 %

2 3 . 1 %

5 . 4 %

3 . 3 %

1 3 . 3 %

起 業 に つ な が る よ う な 技 術 が 少 な い ( n = 9 2 )

技 術 は あ っ て も 市 場 を 見 つ け に く い こ と が 多 い ( n = 9 1 )

事 業 化 し て 採 算 が 取 れ る 見 通 し が 立 ち に く い こ と が 多 い ( n = 9 1 )

連 携 し て い る 企 業 が 事 業 化 す る 方 が 良 い 場 合 が 多 い ( n = 9 2 )

事 業 化 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 者 が 少 な い ( n = 9 2 )

起 業 し た い と い う マ イ ン ド を 持 つ 者 が 少 な い ( n = 9 2 )

失 敗 を 許 容 し な い 風 土 ・ 文 化 ( n = 9 1 )

事 業 化 に 必 要 な 人 員 を 集 め に く い ( n = 9 2 )

起 業 に 向 け た 資 金 獲 得 が 困 難 な 場 合 が 多 い ( n = 9 1 )

大 学 側 の 支 援 体 制 が 不 十 分 で あ る ( n = 9 0 )

当 て は ま る ど ち ら と も い え な い 当 て は ま ら な い
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カ ． 資 金 獲 得  

 

項 目  資 金 調 達 先  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 外 部 か ら 資 金 獲 得 す る 場 合 、 ど こ か ら 資 金 調 達 し て い ま す か ？  

結 果  ・ 資 金 は 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル の 投 資 や 地 域 の 金 融 機 関 か ら の 融 資 に よ る も の が 比 較 的 多 い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ５  

 

項 目  資 金 獲 得 に お け る 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 資 金 獲 得 の 問 題 ・ 課 題 に つ い て 該 当 す る も の を お 選 び 下 さ い 。 （ 複 数 選 択 可 ）  

結 果  ・ 資 金 獲 得 の 問 題 ・ 課 題 と し て は 、 「 金 融 機 関 等 へ の 事 業 性 ・ 将 来 性 の 説 明 」 、 「 大 学 発 ベ ン チ ャ ー

が 資 金 獲 得 の 方 法 を よ く 知 ら な い 」 、 「 大 学 側 が 資 金 調 達 の 方 法 を よ く 知 ら な い の で 支 援 で き な

い 」 を 挙 げ た 者 が 多 い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 参 考 ： そ の 他 の 回 答  

   ・ 事 業 の 将 来 性 が 不 透 明  

・ フ ァ ン ド 採 択 に 至 ら な い  

   ・ 資 金 獲 得 に 限 ら ず 、 す べ て に お い て ノ ウ ハ ウ が 不 足 し て い る  

   ・ 資 金 調 達 含 む 企 業 の 事 業 活 動 に つ い て は 直 接 関 与 し な い  

 

図 ２ ６  

 

8 . 9 %

1 . 8 %

2 4 . 1 %

1 0 . 5 %

8 . 9 %

8 . 8 %

0 . 0 %

5 . 4 %

2 5 . 0 %

4 0 . 0 %

2 5 . 9 %

1 9 . 3 %

3 2 . 1 %

5 0 . 9 %

1 6 . 4 %

2 6 . 8 %

6 6 . 1 %

5 8 . 2 %

5 0 . 0 %

7 0 . 2 %

5 8 . 9 %

4 0 . 4 %

8 3 . 6 %

6 7 . 9 %

a . 日 本 政 策 金 融 公 庫 に よ る 制 度 金 融 ( n = 5 6 )

b . 地 方 自 治 体 に よ る 制 度 金 融 ( n = 5 5 )

c . ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル （ ｄ ． 以 外 ） の 投 資 ( n = 5 8 )

d . 大 学 発 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル や フ ァ ン ド の 活 用 ( n = 5 7 )

e . 事 業 会 社 の 投 資 ( n = 5 6 )

f . 地 域 の 金 融 機 関 か ら の 融 資 ( n = 5 7 )

g . ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ ( n = 5 5 )

h . 個 人 投 資 家 の 投 資 ( n = 5 6 )

よ く 利 用 す る た ま に 利 用 す る ほ と ん ど 利 用 し な い

4 7 . 4 %

4 7 . 4 %

5 2 . 6 %

1 0 . 5 %

2 1 . 1 %

1 0 . 5 %

大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 資 金 調 達 の 方 法 を よ く 知 ら な い

大 学 側 が 資 金 調 達 の 方 法 を よ く 知 ら な い た め 支 援 で き な い

金 融 機 関 等 に 事 業 性 ・ 将 来 性 な ど を 説 明 す る の に 苦 労 し て い る

資 金 調 達 に 関 し て ど こ に 相 談 し た ら い い の か 、 わ か ら な い

担 保 を 求 め ら れ る が 、 相 当 す る 資 産 が な い

そ の 他

( n = 1 9 )
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キ ． 市 場 分 析  

 

項 目  市 場 分 析 に 関 す る 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 市 場 分 析 に 関 す る 問 題 ・ 課 題 は 何 で す か ？ （ 複 数 選 択 可 ）  

結 果  ・ 市 場 分 析 に 関 す る 問 題 ・ 課 題 と し て は 、 「 大 学 側 が 市 場 分 析 を 支 援 で き る ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な

い 」 を 選 択 し た 者 が 最 も 多 く 、 「 ベ ン チ ャ ー 自 身 が 市 場 分 析 の ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な い 」 と 「 市 場

分 析 を 支 援 す る た め の 資 金 が 不 足 」 が 続 い て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 参 考 ： そ の 他 の 回 答  

  ・ 学 内 の ロ ー カ ル ル ー ル の 存 在      ・ 相 談 可 能 な パ ー ト ナ ー が 近 隣 に 進 出 し て い な い  

・ 分 析 を 実 施 し た こ と が な い た め 不 明   ・ 未 だ 実 績 が 少 な く 経 験 が 乏 し い  

・ 実 績 が な い た め わ か ら な い       ・ ベ ン チ ャ ー 企 業 の 活 動 に 直 接 的 に 関 与 は し て い な い  

 

図 ２ ７  

 

ク ． 知 財 関 係  

 

項 目  知 財 関 係 の 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 知 財 に 関 す る 問 題 ・ 課 題 は 何 で す か ？ （ 複 数 選 択 可 ）  

結 果  ・ 知 財 に 関 す る 問 題 ・ 課 題 と し て は 、 「 特 許 取 得 ・ 維 持 な ど の 費 用 面 で の 余 裕 が な い 」 を 選 択 し た

者 が 最 も 多 く 、 「 知 財 の 専 門 家 を 雇 用 す る 余 裕 が な い 」 と 「 知 財 取 得 な ど に 関 す る 戦 略 立 案 能 力 に

欠 け る 」 が 続 い て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 参 考 ： そ の 他 の 回 答  

  ・ 実 績 が な く わ か ら な い  ・ 大 学 は 関 与 し て い な い  ・ ベ ン チ ャ ー 企 業 の 内 情 は 把 握 し て い な い  

 

図 ２ ８  

4 7 . 7 %

6 2 . 5 %

3 3 . 0 %

1 3 . 6 %

2 6 . 1 %

4 7 . 7 %

4 . 5 %

8 . 0 %

ベ ン チ ャ ー 自 身 が 市 場 分 析 の ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な い

大 学 側 が 市 場 分 析 を 支 援 で き る ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な い

市 場 が 不 透 明 で あ り 、 見 通 し を 立 て る こ と が 難 し い

ベ ン チ ャ ー 自 身 が 市 場 分 析 の 重 要 性 を 認 識 し て い な い

市 場 分 析 に つ い て 支 援 で き る 組 織 や 相 談 相 手 が 見 当 た ら な い

市 場 分 析 を 支 援 す る た め の 資 金 が 不 足 し て い る

そ の 他

特 に 問 題 は 感 じ て い な い
( n = 8 8 )

3 9 . 3 %

4 9 . 4 %

5 9 . 6 %

2 4 . 7 %

5 6 . 2 %

3 1 . 5 %

1 5 . 7 %

9 . 0 %

6 . 7 %

知 財 関 係 全 般 の 知 識 が 乏 し い

知 財 を 取 得 す べ き か な ど の 戦 略 立 案 能 力 に 欠 け る

特 許 取 得 ・ 維 持 な ど の 費 用 面 で の 余 裕 が な い

知 財 管 理 が う ま く で き て い な い

知 財 の 専 門 家 を 雇 用 す る 余 裕 が な い

知 財 活 用 の ノ ウ ハ ウ が な い

大 学 と ベ ン チ ャ ー 間 の 知 財 権 の 調 整 が 難 航 す る

特 に 問 題 は な い

そ の 他
( n = 8 9 )
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項 目  知 財 に お け る 事 業 性 に 対 す る 意 識  

対 象  大 学 等 ： 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 集 計  

質 問  特 許 出 願 時 と 特 許 継 続 の 判 断 時 に 事 業 性 は ど の 程 度 意 識 し て い ま す か ？  

結 果  ・ 知 財 に お け る 事 業 性 に 対 す る 意 識 と し て は 、 特 許 出 願 時 ・ 特 許 継 続 の 有 無 の 判 断 時 の い ず れ に お

い て も 、 国 立 大 学 が 公 立 ・ 私 立 と 比 べ て 最 も 意 識 が 高 い 、 と 認 識 し て い る 。  

〔 特 許 出 願 時 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２ ９  

 

 

〔 特 許 継 続 の 判 断 時 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ ０  

 

 

  

4 8 . 4 %

6 0 . 9 %

2 2 . 2 %

4 0 . 0 %

4 4 . 2 %

3 7 . 0 %

7 7 . 8 %

4 5 . 0 %

7 . 4 %

2 . 2 %

0 . 0 %

1 5 . 0 %

全 体 ( n = 9 5 )

国 立 ( n = 4 6 )

公 立 ( n = 9 )

私 立 ( n = 4 0 )

か な り 意 識 し て い る 多 少 は 意 識 し て い る ほ と ん ど 意 識 し て い な い

6 7 . 4 %

8 4 . 8 %

4 4 . 4 %

5 2 . 5 %

2 6 . 3 %

1 3 . 0 %

5 5 . 6 %

3 5 . 0 %

6 . 3 %

2 . 2 %

0 . 0 %

1 2 . 5 %

全 体 ( n = 9 5 )

国 立 ( n = 4 6 )

公 立 ( n = 9 )

私 立 ( n = 4 0 )

か な り 意 識 し て い る 多 少 は 意 識 し て い る ほ と ん ど 意 識 し て い な い
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ケ ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 上 げ 後 の 生 き 残 り に 向 け た 問 題 ・ 課 題  

 

項 目  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 上 げ 後 の 生 き 残 り に 向 け た 問 題 ・ 課 題  

対 象  大 学 等  

大 学 発 ベ ン チ ャ ー  

ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル  

質 問  大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 立 上 げ 後 の 生 き 残 り に 向 け た 問 題 ・ 課 題 に つ い て 、 該 当 す る も の を お 選 び 下 さ

い 。  

結 果  ・ 大 学 側 は 、 「 黒 字 に な る ま で の 時 間 」 が 最 も 多 く 、 「 人 材 の 確 保 」 、 「 資 金 繰 り 」 、 「 継 続 的 な 技 術 開

発 」 が 続 い て い る 。 （ 図 ３ １ ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 側 は 、 「 人 材 の 確 保 」 が 最 も 多 く 、 「 黒 字 に な る ま で の 時 間 の 長 さ 」 、 「 継 続 的 な

技 術 開 発 」 、 「 資 金 繰 り 」 が 続 い て お り 、 大 学 側 の 見 方 と 同 様 の 傾 向 と な っ て い る 。 （ 図 ３ ２ ）  

・ ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル ５ 社 に 対 す る ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、 立 上 げ 後 の 問 題 ・ 課 題 と し て 全 ５ 社 が 、

「 人 材 の 確 保 」 と 「 資 金 繰 り 」 を 挙 げ て い る 。 （ 図 ３ ３ ）  

〔 大 学 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ １  

 

〔 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ ２  
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市 場 動 向 や 顧 客 ニ ー ズ の 変 化 に 関 す る 情 報 の 入 手 が 困 難

最 新 の 技 術 動 向 に 関 す る 情 報 の 入 手 が 困 難

資 金 繰 り に 苦 労 し て い る

黒 字 に な る ま で に 時 間 が か か る （ あ る い は か か っ た ）

競 合 他 と の 競 争 が 厳 し い

人 材 （ 員 ） の 確 保 に 苦 労 し て い る

継 続 的 な 技 術 開 発 の 負 荷 が 大 き い

顧 客 の 獲 得 に 苦 労 し て い る

当 て は ま る ど ち ら と も い え な い 当 て は ま ら な い

単 位 ： 社

2 9 . 1 %

3 4 . 9 %

4 1 . 9 %

1 0 . 5 %

5 5 . 2 %

3 9 . 5 %

3 1 . 0 %

3 9 . 5 %

3 2 . 6 %

2 4 . 4 %

4 7 . 7 %

1 9 . 5 %

3 0 . 2 %

4 3 . 7 %

3 . 5 %

4 . 7 %

7 . 0 %

1 4 . 0 %

3 . 4 %

5 . 8 %

1 6 . 1 %

顧 客 の 獲 得 に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い ( n = 8 6 )

継 続 的 な 技 術 開 発 の 負 荷 が 大 き い 企 業 が 多 い ( n = 8 6 )

人 材 の 確 保 に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い ( n = 8 6 )

競 合 他 社 と の 競 争 が 厳 し い 企 業 が 多 い ( n = 8 6 )

黒 字 に な る ま で に 時 間 が か か る 企 業 が 多 い ( n = 8 7 )

資 金 繰 り に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い ( n = 8 6 )

大 学 側 の 支 援 体 制 が 不 十 分 で あ る ( n = 8 7 )

当 て は ま る ど ち ら と も い え な い 当 て は ま ら な い
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〔 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 〕  ＊ 複 数 選 択 可  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ； ３ ３  

 

 

  コ ． 国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 の 連 携 （ 主 な も の ）  

 各 組 織 が ベ ン チ ャ ー 設 立 時 あ る い は 設 立 後 に 利 用 し た 事 業 等 に 関 し て 、 主 な も の を 下 表 に 記 載

し た 。  

  ① 大 学 等  

 連 携 し た 内 容 や 支 援 を 受 け た 内 容 （ 主 な も の ）  

1.文 部 科 学 省 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 文 部 科 学 省 「 EDGE-NEXT」  

・ JST「 大 学 発 新 産 業 創 出 プ ロ グ ラ ム （ START） 」  

・ JST「 研 究 成 果 最 適 展 開 支 援 プ ロ グ ラ （ A-STEP） 」  

・ JST「 研 究 成 果 最 適 移 転 事 業 成 果 育 成 プ ロ グ ラ ム Ｃ （ プ レ ベ

ン チ ャ ー 事 業 ） 」  

2.そ の 他 の 省 庁 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 経 済 産 業 省 関 係  

・ 中 小 企 業 庁 関 係  

・ NEDO 関 係  

・ 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構 関 係  

3.地 方 自 治 体 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 地 方 自 治 体 の 研 究 開 発 補 助 金 や 助 成 金  

・ 地 方 自 治 体 の 起 業 家 育 成 事 業  

・ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 施 設 利 用  

・ 各 種 の フ ァ ン ド  

4.金 融 機 関  ・ マ ッ チ ン グ 支 援 、 イ ベ ン ト  

・ 各 種 の フ ァ ン ド  

・ ビ ジ ネ ス プ ラ ン 審 査 会  

・ 経 営 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン  

 

  

1

0

5

3

2

5

2

3

そ の 他 （ 経 営 者 の セ ン ス ・ 能 力 が 無 い ）

大 学 側 の 支 援 体 制 が 不 十 分 で あ る

資 金 繰 り に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い

黒 字 に な る ま で に 時 間 が か か る 企 業 が 多 い

競 合 他 と の 競 争 が 厳 し い 企 業 が 多 い

人 材 の 確 保 に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い

継 続 的 な 技 術 開 発 の 負 荷 が 大 き い 企 業 が 多 い

顧 客 の 獲 得 に 苦 労 し て い る 企 業 が 多 い

単 位 ： 社

（ ｎ = ５ ）
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 ② 大 学 発 ベ ン チ ャ ー  

 連 携 し た 内 容 や 支 援 を 受 け た 内 容 （ 主 な も の ）  

1.文 部 科 学 省 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ JST「 大 学 発 新 産 業 創 出 プ ロ グ ラ ム （ START） 」  

・ JST「 出 資 型 新 事 業 創 出 支 援 プ ロ グ ラ ム （ SUCCESS ） 」  

2.そ の 他 の 省 庁 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 経 済 産 業 省 関 係  

・ NEDO 関 係  

・ AMED 関 係  

3.地 方 自 治 体 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 地 方 自 治 体 の 研 究 開 発 補 助 金 や 助 成 金  

・ 地 方 自 治 体 の 起 業 家 育 成 事 業  

・ 各 種 の フ ァ ン ド  

・ 新 規 雇 用 の た め の 補 助 金  

・ 起 業 時 の ス タ ー ト ア ッ プ 資 金  

・ 公 設 試 に よ る 技 術 支 援  

・ 展 示 会 へ の 出 展 補 助  

4.金 融 機 関  ・ マ ッ チ ン グ 支 援 、 イ ベ ン ト  

・ 各 種 の フ ァ ン ド  

・ 起 業 後 の 増 資  

・ 新 規 事 業 助 成 金  

・ 経 営 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン  

・ 監 査 役 の 派 遣  

 

③ ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル  

 連 携 し た 内 容 や 支 援 を 受 け た 内 容 （ 主 な も の ）  

1.文 部 科 学 省 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 文 部 科 学 省 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ エ コ シ ス テ ム 形 成 プ ロ グ

ラ ム 」  

・ JST「 大 学 発 新 産 業 創 出 プ ロ グ ラ ム （ START） 」  

・ JST「 出 資 型 新 事 業 創 出 支 援 プ ロ グ ラ ム （ SUCCESS ） 」  

2.そ の 他 の 省 庁 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 経 済 産 業 省 関 係  

・ NEDO 関 係  

・ AMED 関 係  

・ 地 域 の 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 振 興 会 議 に よ る 支 援 （ GAP 資 金 ・ 教

育 プ ロ グ ラ ム 等 ）  

3.地 方 自 治 体 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ ピ ッ チ コ ン テ ス ト  

・ 地 域 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 機 構  

4.地 銀 等 の 金 融 機 関  ・ キ ュ ー テ ッ ク 財 団  

・ ギ ャ ッ プ フ ァ ン ド に 対 す る LP 出 資  

・ 地 銀 系 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル と の 協 調 投 資  
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④ 地 方 自 治 体  

 連 携 し た 内 容 や 支 援 を 受 け た 内 容 （ 主 な も の ）  

1.文 部 科 学 省 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ JST と 連 携 し 産 学 連 携 の 推 進 に 向 け た イ ベ ン ト 等 を 実 施  

2.そ の 他 の 省 庁 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 内 閣 府 関 係  

・ 経 済 産 業 省 関 係  

・ 中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構 関 係  

3. 金 融 機 関  ・ 地 域 の 産 業 経 済 振 興 セ ン タ ー に よ る 経 営 ア ド バ イ ス  

・ 地 方 自 治 体 の 起 業 家 育 成 事 業  

・ 県 と 大 学 と 三 者 で 協 定 を 締 結 し 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 創 出 の 環

境 を 醸 成 す る た め 連 携  

・ 成 長 産 業 発 掘 ・ 育 成 コ ン ソ ー シ ア ム 構 成 機 関 と し て の 協 力  

・ 中 小 企 業 支 援 メ ニ ュ ー の 活 用  

4. 大 学  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 出 に 向 け た イ ベ ン ト 等 を 実 施  

・ 成 長 産 業 発 掘 ・ 育 成 コ ン ソ ー シ ア ム 構 成 機 関 と し て の 協 力  

・ 県 が 実 施 す る 事 業 の 中 で 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 企 業 の 支 援 を

行 う に あ た り 、 関 係 大 学 と の 情 報 交 換 を 実 施  

5.そ の 他  

・ 地 域 の 産 業 振 興 機 構  

・ 株 式 会 社 リ バ ネ ス と の 連 携 事 業  

・ コ ー デ ィ ネ ー タ 等 に よ る コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 資 金 獲 得 支 援  

・ ベ ン チ ャ ー 企 業 ・ 大 学 に 眠 る シ ー ズ の 発 掘 や 、 資 金 獲 得 の

た め の 伴 走 支 援 、 共 同 研 究 で き る 企 業 へ の マ ッ チ ン グ 、 ア

ク セ ラ レ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の 提 供  

 

⑤ 金 融 機 関  

 連 携 し た 内 容 や 支 援 を 受 け た 内 容 （ 主 な も の ）  

1.文 部 科 学 省 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

 

2.そ の 他 の 省 庁 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

 

3.地 方 自 治 体 関 係 （ 関 係 組 織 含 む ）  

＊ 利 用 し た 事 業 等  

・ 市 主 催 の 「 創 業 者 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」 に 参 加 し 、 情 報

交 換 の 他 積 極 的 な 支 援 を 行 っ て い る 。  

4.金 融 機 関   
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  サ ． 地 域 で ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

 ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

知 識 ・ ノ ウ ハ ウ  ・ 地 域 行 政 、 地 域 金 融 機 関 の 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 支 援 に 対 す る 見 識 （ 大 学 等 ）  

・ 起 業 等 の ノ ウ ハ ウ の あ る 教 員 （ 大 学 等 ）  

・ 社 会 科 学 と デ ー タ 科 学 の 新 領 域 融 合 研 究 の 推 進 （ 大 学 等 ）  

・ 技 術 を ビ ジ ネ ス 化 す る ノ ウ ハ ウ （ 大 学 等 ）  

・ ノ ウ ハ ウ や 事 例 の 普 及 （ 大 学 等 ）  

・ 事 業 の プ ロ に よ る 知 見 が 不 足 し て お り 、 業 界 に 精 通 す る 人 材 ・ 機 関 等 に よ る 教 育 プ

ロ グ ラ ム 等 も 必 要 （ VC ）  

・ ベ ン チ ャ ー 企 業 が 保 有 す る 知 財 等 の 目 利 き 力 （ 金 融 機 関 ）  

マ イ ン ド  ・ 教 職 員 及 び 学 生 の 起 業 マ イ ン ド の 形 成 ・ 起 業 家 教 育 （ 大 学 等 ・ 地 方 自 治 体 ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 の 重 要 性 に つ い て の 役 職 者 の 理 解 （ 大 学 等 ）  

資 金  ・ 特 定 研 究 成 果 活 用 支 援 事 業 に 基 づ く VC に よ る 地 方 大 学 発 ベ ン チ ャ ー へ の 投 資 解 禁

（ 大 学 等 ）  

・ 運 営 資 金 の 継 続 的 支 援 制 度 （ 大 学 等 ）  

・ 教 員 が 基 礎 研 究 に 取 り 組 む た め の 十 分 な 資 金 （ 大 学 等 ）  

・ 試 作 品 の 開 発 や 応 用 研 究 、 市 場 調 査 、 特 許 調 査 な ど を 行 う ギ ャ ッ プ 資 金 は 、 必 要 不

可 欠 （ VC 、 地 方 自 治 体 ）  

・ リ ス ク マ ネ ー の 供 給 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 国 に よ る 財 政 的 支 援 や 金 融 機 関 等 に よ る 経 営 支 援 の 強 化 等 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ ベ ン チ ャ ー 設 立 を 目 指 す 大 学 シ ー ズ に 対 す る 資 金 支 援 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ ベ ン チ ャ ー 設 立 準 備 時 の 試 作 開 発 へ の 資 金 支 援 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 大 学 に お け る フ ァ ン ド 機 能 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 金 融 機 関 と し て の 資 金 提 供 の 手 段 を 増 や す こ と （ 金 融 機 関 ）  

人 材  ・ ア ン ト レ プ レ ナ ー の 育 成 （ 大 学 等 ）  

・ 資 金 調 達 を 含 め た 事 業 化 を コ ー デ ィ ネ ー ト で き る 人 材 （ 大 学 等 ）  

・ デ ー タ 活 用 女 性 人 材 育 成 （ 大 学 等 ）  

・ 技 術 か ら 事 業 化 へ の 可 能 性 を 見 極 め ら れ る 人 材 （ 大 学 等 ）  

・ 経 営 面 で の 支 援 人 材 の 継 続 派 遣 制 度 （ 大 学 等 ）  

・ 経 営 や 営 業 な ど の 支 援 人 材 （ 大 学 等 ）  

・ 経 営 人 材 の 確 保 （ 大 学 等 、 地 方 自 治 体 ）  

・ 技 術 や 研 究 開 発 に 精 通 し た 人 材 （ 大 学 等 ）  

・ 知 財 マ ネ ジ メ ン ト 人 材 の 地 方 自 治 体 へ の 派 遣 （ 大 学 等 ）  

・ プ ロ ジ ェ ク ト ベ ー ス で の 人 材 を 確 保 で き る 人 材 の 流 動 性 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ 大 学 の シ ー ズ を 良 く 理 解 し て 、 専 門 知 識 と マ ネ ジ メ ン ト 能 力 と リ ー ダ ー シ ッ プ 能 力

を 備 え た 役 員 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ ベ ン チ ャ ー の 方 向 性 に 賛 同 し て 熱 い 思 い で 労 力 を 厭 わ ず 主 体 的 に 動 け る 社 員 （ 大 学

発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ 経 営 ・ 事 業 が 出 来 る 人 材 （ VC 、 地 方 自 治 体 ）  

・ 柔 ら か い 発 想 で も っ て 事 業 を 推 進 で き る 突 破 力 の あ る 起 業 家 マ イ ン ド を 持 つ 人 材 の

育 成 が 必 須 （ VC）  

・ 技 術 先 行 型 ベ ン チ ャ ー 企 業 が 自 立 し て い く に は 経 営 に 強 い CFO の 参 画 が 必 要 （ 地 方

自 治 体 ）  

・ ビ ジ ネ ス モ デ ル の 作 成 ・ 推 進 を 支 援 で き る 人 材 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 事 業 可 能 性 調 査 や 事 業 化 を 見 通 し た 支 援 が で き る 人 材 （ 地 方 自 治 体 ）  
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 ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と  

ネ ッ ト ワ ー ク  ・ ベ ン チ ャ ー 設 立 後 の 、 ベ ン チ ャ ー と 大 学 、 企 業 と の 協 力 、 連 携 及 び 関 係 構 築 の 支 援

（ 大 学 等 ）  

・ 地 域 の 産 学 官 の 連 携 強 化 と 規 程 整 備 等 の 支 援 体 制 の 充 実 （ 大 学 等 ）  

・ 周 辺 地 域 の ニ ー ズ を 掴 み 、 大 学 が 持 つ 資 源 と マ ッ チ ン グ さ せ る 機 能 （ 大 学 等 ）  

・ ベ ン チ ャ ー 立 上 げ に 関 わ る 人 々 が 情 報 交 換 し 合 え る ” 場 ”  （ 大 学 等 ）  

・ 地 域 に お け る メ ン タ ー コ ミ ュ ニ テ ィ （ 大 学 等 ）  

・ 地 方 自 治 体 や 企 業 等 と の 継 続 し た 連 携 （ 大 学 等 ）  

・ 大 学 研 究 室 等 と の 連 携 （ 金 融 機 関 ）  

組 織 ・ 体 制  ・ Ｖ Ｃ 、 イ ン キ ュ ベ ー タ の 存 在 （ 大 学 等 ）  

・ 地 方 で の Ｖ Ｃ 育 成 （ 大 学 等 ）  

・ 何 度 も チ ャ レ ン ジ で き る よ う な 体 制 整 備 （ 大 学 等 ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 推 進 す る 組 織 体 （ 大 学 等 ）  

・ 大 学 全 体 で の 取 組 と 規 程 の 整 備 （ 大 学 等 、 地 方 自 治 体 ）  

・ 起 業 後 は 他 の 営 利 企 業 と 同 様 な 対 応 が 必 要 で あ り 、 大 学 か ら 支 援 を 行 い に く い た め 、

指 針 を 出 し て い た だ き た い （ 大 学 等 ）  

・ イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 施 設 の 設 置 （ 特 に 地 方 ） （ 大 学 等 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ 教 員 が 基 礎 研 究 に 取 り 組 む た め の 十 分 な 資 金 と 時 間 （ 大 学 等 ）  

・ ベ ル ギ ー IMEC 、 オ ラ ン ダ WUR 、 独 フ ラ イ ン ホ ー フ ァ ー の よ う な 応 用 研 究 所 （ VC ）  

・ 技 術 、 研 究 シ ー ズ を 踏 ま え た ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 策 の 充 実 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 大 学 の コ ー デ ィ ネ ー ト ・ マ ッ チ ン グ 機 能 の 強 化 や 大 学 発 の 情 報 発 信 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 大 学 へ の シ ー ド ア ク セ ラ レ ー タ お よ び 相 談 窓 口 の 設 置 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 大 企 業 と の エ コ シ ス テ ム の 構 築 等 、 連 携 す る 機 会 の 提 供 （ 地 方 自 治 体 ）  

・ 研 究 開 発 と キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー の 分 離 を 事 業 計 画 等 に 反 映 さ せ る 支 援 ス キ ー ム （ 地 方

自 治 体 ）  

・ 大 学 に あ る シ ー ズ を 顕 在 化 す る 仕 組 み （ 産 学 連 携 機 能 や TLO 機 能 ） の 強 化 （ 地 方 自

治 体 ）  

・ 大 学 が 主 体 的 に 担 当 教 員 の 育 成 等 支 援 体 制 を 整 備 す る こ と （ 地 方 自 治 体 ）  

そ の 他  ・ 広 報 戦 略 （ 大 学 等 ）  

・ 大 学 が 持 っ て い る 設 備 ・ 教 員 の 研 究 分 野 の 把 握 （ 大 学 等 ）  

・ 若 者 を 定 着 さ せ る た め の 地 域 教 育 （ 大 学 等 ）  

・ 本 社 を 地 元 に 置 く こ と に よ る 税 制 優 遇 、 助 成 事 業 の 拡 充 （ 大 学 等 ）  

・ 若 手 研 究 者 か ら の ボ ト ム ア ッ プ 的 な 技 術 の 発 掘 支 援 が 必 要 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ チ ャ レ ン ジ に 対 し て リ ス ク ヘ ッ ジ が で き る 社 会 的 な 土 壌 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 、 地 方

自 治 体 ）  

・ 会 社 登 記 に 関 わ る 手 続 き 全 般 の 簡 素 化 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ 兼 業 申 請 に 関 す る 届 出 の 簡 略 化 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  

・ 地 域 の 支 援 機 関 に よ る 学 や 個 人 に 対 す る 説 明 会 の 開 催 （ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー ）  
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（ ３ ） ま と め  

    事 前 調 査 等 の 結 果 を 以 下 の 表 に 整 理 し た 。  

 

ア ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献  

 ま と め  

① 地 域 イ ノ ベ ー

シ ョ ン へ の 貢

献 状 況 ・ 積 極 性  

結 果 の

要 約  

〔 大 学 等 〕  

・ 大 学 等 に お け る 貢 献 と し て は 、 「 プ ロ ジ ェ ク ト ベ ー ス で 地 域 創 生 に 貢 献 」 、

「 共 同 研 究 等 の 産 学 連 携 」 が ５ 割 を 超 え て お り 、 そ れ ら に 続 く も の と し て

は 、 「 地 域 経 済 や 地 域 産 業 を 支 援 す る た め の 組 織 の 設 置 」 、 「 地 方 自 治 体 等

に 対 す る 政 策 形 成 支 援 」 を 実 施 し て い る 大 学 等 が 多 い 。 （ P5・ 図 １ ）  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 を 人 口 規 模 別 に 見 る と 、 人 口 規 模 が 小 さ く な

る に つ れ 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ に 貢 献 す る こ と を 実 施 し て い る 割 合 や 積

極 性 が 高 く な る 傾 向 に あ る 。 （ P6・ 図 ２ 、 P8・ 図 ６ ）  

・ 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 に み る と 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 の 積 極 性 と し

て は 、 国 立 ＞ 公 立 ＞ 私 立 と な っ て い る 。 （ P8・ 図 ５ ）  

〔 地 方 自 治 体 〕  

・ 地 方 自 治 体 は 様 々 な 取 組 み を 実 施 し 、 か つ 力 を 入 れ て い る が 、 地 域 内 で の

産 学 官 連 携 の 推 進 を 実 施 し て い る 地 方 自 治 体 は ９ 割 を 超 え て い る 。 ま た 、

ベ ン チ ャ ー 企 業 立 上 げ 支 援 も 実 施 し て い る 割 合 も 高 い が 、 大 学 発 ベ ン チ ャ

ー に 特 化 し た 支 援 は さ ほ ど 多 く は な い 。 （ P7・ 図 ４ ）  

考 察  〔 大 学 等 〕  

・ 人 口 が 少 な い 都 道 府 県 に 位 置 す る 大 学 等 の 方 が 貢 献 し て い る 割 合 が 高 く な

っ て い る が 、 人 口 が 少 な い 地 域 ほ ど 、 大 企 業 も 少 な く な り 、 地 域 イ ノ ベ ー

シ ョ ン に お け る 大 学 等 の 役 割 が 重 要 に な っ て い る と 考 え ら れ る 。  

・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 は 、 国 立 ＞ 公 立 ＞ 私 立 の 順 に な っ て い る が 、

国 立 大 学 は 民 間 企 業 と の 共 同 研 究 ・ 受 託 研 究 の 実 施 件 数 及 び 研 究 費 受 入 額

が 公 立 大 学 ・ 私 立 大 学 よ り も 多 く 、 地 域 に お け る 産 学 連 携 の 学 側 の 中 心 的

な 位 置 付 け で あ る た め と 考 え ら れ る 。  

〔 地 方 自 治 体 〕  

・ 産 学 連 携 の 推 進 を 実 施 し て い る 地 方 自 治 体 は ９ 割 を 超 え て お り 、 非 常 に 高

い 割 合 で あ る が 、 地 方 自 治 体 は 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に お け る 産 学 連 携 の

重 要 性 が 強 く 認 識 し て い る こ と が 伺 え る 。  

・ 多 く の 地 方 自 治 体 は ベ ン チ ャ ー 企 業 立 上 げ 支 援 を 実 施 し て い る が 、 大 学 発

ベ ン チ ャ ー は ベ ン チ ャ ー 企 業 の 一 部 、 と し て 差 別 化 し て い な い 場 合 が 多 い

と 考 え ら れ る 。  

② 地 域 イ ノ ベ ー

シ ョ ン の 創 出

に 貢 献 す る 上

で の 問 題 ・ 課

題  

結 果 の

要 約  

・ 大 学 等 は 「 技 術 や ノ ウ ハ ウ が 少 な い 」 と 「 人 材 が 少 な い 」 、 地 方 自 治 体 は

「 知 見 や ノ ウ ハ ウ 等 が 足 り な い 」 と 「 人 材 が 少 な い 」 と い う 回 答 が 他 の 項

目 と 比 較 す る と 多 い 。 （ P10・ 図 ８ 、 図 ９ ）  

考 察  ・ 大 学 等 ・ 地 方 自 治 体 共 に 「 人 材 の 不 足 」 と 「 技 術 （ 又 は 知 見 ） や ノ ウ ハ ウ

の 不 足 」 を 挙 げ て い る た め 、 こ れ ら の 不 足 感 が 感 じ ら れ る 。 そ れ ら の 内 容

と し て 、 P27 の 「 地 域 で ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ

る こ と 」 で は 、 人 材 に 関 し て は 経 営 人 材 、 ノ ウ ハ ウ に 関 し て は 事 業 化 に 関

す る も の が 多 く 挙 げ ら れ て お り 、 大 学 や 地 方 自 治 体 は 直 接 実 務 に 関 わ っ た

経 験 が あ る 者 が 少 な い こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ る 。  

③ 地 域 全 体 で イ

ノ ベ ー シ ョ ン

創 出 を 推 進 す

る た め に 重 要

な こ と  

結 果 の

要 約  

・ 大 学 等 側 の 回 答 で は 、 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 貢 献 で き る 人 材 」 、 「 地 方 自

治 体 の 組 織 的 な 支 援 ・ 協 力 」 を 挙 げ た 者 が 多 く 、 次 い で 「 地 域 内 で の 連 携 ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 、 「 技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 資 金 の 獲 得 」 、 「 地 域 内

で の 戦 略 ・ ビ ジ ョ ン 」 も 多 く を 占 め た 。 （ P11・ 図 １ ０ ）  

・ 地 方 自 治 体 （ 都 道 府 県 ・ 政 令 指 定 都 市 ） に お い て は 、 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ

ン に 貢 献 で き る 人 材 」 が 最 も 多 く 、 「 技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 予 算 の 獲

得 」 が そ れ に 続 い て い る 。 （ P11・ 図 １ １ ）  

考 察  ・ 大 学 等 、 地 方 自 治 体 共 に 「 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 貢 献 で き る 人 材 」 が ト ッ
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 ま と め  

プ で あ り 、 こ う し た 人 材 の 必 要 性 が 強 く 認 識 さ れ て い る 。 大 学 等 側 も 地 方

自 治 体 側 も 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 支 援 す る 立 場 で あ る が 、 必 ず し も 起 業 や

事 業 に 精 通 し て い る と は 限 ら な い こ と か ら 、 人 材 面 で の 必 要 性 を 強 く 認 識

し て い る と 考 え ら れ る 。  

・ 大 学 等 側 の 回 答 で は 、 「 地 方 自 治 体 の 組 織 的 な 支 援 ・ 協 力 」 や 「 地 域 内 で

の 連 携 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を 挙 げ た 者 も 多 い が 、 近 年 オ ー プ ン ・ イ ノ

ベ ー シ ョ ン の 重 要 性 が 様 々 な と こ ろ で 指 摘 さ れ て お り 、 こ う し た こ と が 反

映 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

・ 大 学 側 の 回 答 で は 、 戦 略 ・ ビ ジ ョ ン の 重 要 性 に 対 す る 認 識 も 強 い が 、 将 来

が 不 透 明 か つ 不 確 実 な 時 代 背 景 の 中 で 、 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 向 け

て は 統 一 的 か つ 長 期 的 な 戦 略 ・ ビ ジ ョ ン が 求 め ら れ て い る こ と が 伺 え る 。  

・ 大 学 等 、 地 方 自 治 体 共 に 「 技 術 開 発 や 事 業 化 に 向 け た 資 金 の 獲 得 」 を 挙 げ

た 者 も 多 い が 、 技 術 開 発 や 事 業 化 に は 費 用 が か か る 場 合 が 多 い こ と が 要 因

と し て 考 え ら れ る 。  

 

イ ． 大 学 発 ベ ン チ ャ ー に つ い て  

 ま と め  

① 設 立 の 実 績  結 果 の

要 約  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 置 の 実 績 に つ い て 、 国 立 ・ 公 立 ・ 私 立 別 に 見 る と 、

国 立 大 学 は ７ 割 を 超 え る 大 学 が 設 置 の 実 績 が あ る が 、 公 立 は ３ 割 弱 、 私 立

は ２ 割 弱 と な っ て い る 。 （ P14・ 図 １ ２ ）  

・ 地 域 別 （ 人 口 規 模 別 ） に 見 る と 、 人 口 規 模 が 小 さ い 地 域 の 方 が 、 大 学 発 ベ

ン チ ャ ー の 設 置 の 割 合 が 高 く な る 傾 向 と な っ て い る 。 （ P14・ 図 １ ３ ）  

考 察  ・ 国 立 大 学 は 、 公 立 ・ 私 立 大 学 よ り も 産 学 連 携 の 実 績 も 多 く 、 地 域 の 地 域 イ

ノ ベ ー シ ョ ン へ の 貢 献 に お い て も 積 極 的 で あ る こ と か ら 、 起 業 に 向 け て の

意 識 の 高 さ に つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。  

② 成 功 し た 要 因

と 期 待 さ れ た

成 果 が 出 な か

っ た 要 因  

結 果 の

要 約  

・ 成 功 し た 要 因 と し て 、 大 学 側 の 回 答 で は 、 「 技 術 が 非 常 に 優 れ て い た 」 が

最 も 多 く 、 「 事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 が い た 」 が 続 い て い る 。 （ P15・ 図 １

４ ）  

・ 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因 と し て 、 大 学 側 の 回 答 で は 、 「 事 業 感 覚

に 優 れ た 経 営 者 の 不 在 」 が 最 も 多 く 、 「 事 業 化 に 向 け た 人 材 の 確 保 の 失 敗 、

「 市 場 の 確 保 の 失 敗 」 、 「 技 術 自 体 の 優 位 性 の 無 さ 」 が 続 く 。 （ P15・ 図 １ ５ ）  

考 察  ・ 成 功 し た 要 因 と し て 、 事 業 の 中 身 で あ る 技 術 の 優 位 性 が 重 要 で あ る こ と は

当 然 で あ る が 、 経 営 者 の 重 要 性 に つ い て も 認 識 さ れ て い る 。  

・ 期 待 さ れ た 成 果 が 出 な か っ た 要 因 と し て 、 「 事 業 感 覚 に 優 れ た 経 営 者 の 不

在 」 が 最 も 多 か っ た が 、 成 功 し た 要 因 と 合 わ せ て 、 優 れ た 経 営 者 の 重 要 性

と 不 足 感 が 示 さ れ て い る 。 大 学 に は 実 務 経 験 を 持 つ 者 が 少 な く 、 起 業 し た

者 が 実 務 経 験 を 有 し て い な い 場 合 も 多 い と 考 え ら れ る 。 さ ら に 起 業 家 教 育

を 受 講 し て い る 者 も 、 全 体 の 中 で は 少 な い こ と も 要 因 と し て 考 え ら れ る 。  

③ 設 立 支 援 の 積

極 性  

結 果 の

要 約  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 設 立 支 援 へ の 積 極 性 に つ い て は 、 国 立 大 学 が 最 も 積 極 的

と 認 識 し て お り 、 公 立 及 び 私 立 大 学 は 積 極 的 と 認 識 し て い る 割 合 が 低 い 。

（ P16・ 図 １ ６ ）  

・ 地 域 別 （ 人 口 規 模 別 ） に 見 る と 、 人 口 規 模 が 小 さ い 地 域 の 方 が 、 大 学 発 ベ

ン チ ャ ー 設 立 支 援 に 対 し て 積 極 的 な 傾 向 と な っ て い る 。 （ P16・ 図 １ ７ ）  

考 察  ・ 国 立 大 学 は 、 地 域 の 大 学 の 中 で は 中 心 的 な 存 在 で あ り 、 地 域 の 地 域 イ ノ ベ

ー シ ョ ン へ の 貢 献 に お い て も 積 極 的 で あ る こ と か ら 、 起 業 に 向 け て の 意 識

の 高 さ に つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。  

④ 大 学 に お け る

大 学 発 ベ ン チ

ャ ー に 対 す る

支 援 状 況  

結 果 の

要 約  

・ 市 場 分 析 に 対 す る 支 援 、 資 金 獲 得 に 対 す る 支 援 、 経 営 全 体 に 対 す る コ ン サ

ル テ ィ ン グ の い ず れ に お い て も 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 多 く 生 み 出 し て き た

大 学 の 方 が 、 支 援 を 行 っ て い る 割 合 が 高 い 。 （ P17・ 図 １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ ）  

・ 地 方 自 治 体 で は 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー へ の 支 援 制 度 が あ る の は 6 割 弱 程 度 。

ま た 、 支 援 内 容 と し て は 、 「 資 金 獲 得 に 関 す る 相 談 」 、 「 技 術 開 発 や 事 業 に

お け る 連 携 相 手 の 紹 介 ・ 相 談 」 、 「 国 や 地 方 自 治 体 等 の 支 援 に 関 す る 相 談 」 、
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 ま と め  

「 経 営 的 な ア ド バ イ ス 」 、 「 補 助 金 等 に よ る 財 政 支 援 」 を 挙 げ た 地 方 自 治 体

が 多 い 。 （ P18・ 図 ２ １ ・ ２ ２ ）  

考 察  ・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 多 く 生 み 出 し て き た 大 学 は 、 支 援 体 制 を 整 備 さ れ て い

る が 、 支 援 体 制 が 起 業 の 推 進 に つ な が っ て い る こ と や 、 逆 に ベ ン チ ャ ー を

生 み 出 し て き た 経 験 が 支 援 体 制 の 強 化 に つ な が っ た こ と も 考 え ら れ る 。  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 支 援 し て い る 地 方 自 治 体 は 、 様 々 な 支 援 を 行 っ て い る

が 、 様 々 な 相 手 と の 連 携 を 仲 介 す る よ う な 内 容 が 多 く 、 地 方 自 治 体 が 持 つ

ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し て い る と 考 え ら れ る 。  

⑤ 設 立 に 向 け て

の 苦 労 ・ 問 題 ・

課 題  

結 果 の

要 約  

・ 大 学 側 は 、 「 採 算 を 取 れ る 見 通 し 」 、 「 事 業 化 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 者 の

不 足 」 、 「 事 業 化 に 必 要 な 人 材 の 確 保 」 、 「 資 金 の 獲 得 」 を 挙 げ た 者 が 多 い 。

（ P19・ 図 ２ ３ ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 側 は 、 「 技 術 開 発 の 負 荷 の 大 き さ 」 、 「 事 業 化 に 向 け て の

構 想 ・ ビ ジ ョ ン 作 成 」 、 「 起 業 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 人 材 の 確 保 」 、 「 事 業

へ の 参 加 者 の 確 保 」 を 挙 げ た 者 が 多 い 。 （ P19・ 図 ２ ４ ）  

考 察  ・ 大 学 側 は 支 援 す る 立 場 と し て 、 技 術 面 よ り も 事 業 面 で の 苦 労 を よ り 強 く 認

識 し て い る こ と 考 え ら れ る 。 大 学 発 ベ ン チ ャ ー は 、 事 業 立 上 げ 後 は 完 全 に

独 立 し た 会 社 と な る た め 、 大 学 側 は 技 術 面 の サ ポ ー ト を し て い な い 場 合 も

少 な い と 考 え ら れ る 。  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 側 は 、 事 業 面 の 苦 労 と 合 わ せ て 、 当 事 者 と し て 技 術 開 発

の 負 荷 も 強 く 感 じ て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 技 術 の 進 歩 が 早 い 中 で 、 技

術 開 発 の 負 荷 の 大 き く 、 か つ 継 続 的 に 実 施 す る こ と の 負 担 を 意 識 し て い る

こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ る 。  

⑥ 資 金 獲 得  結 果 の

要 約  

・ 資 金 の 調 達 先 は 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル の 投 資 や 地 域 の 金 融 機 関 か ら の 融

資 に よ る も の が 比 較 的 多 い 。 （ P20・ 図 ２ ５ ）  

・ 資 金 獲 得 に お け る 問 題 ・ 課 題 と し て は 、 「 金 融 機 関 等 へ の 事 業 性 ・ 将 来 性

の 説 明 」 、 「 大 学 発 ベ ン チ ャ ー が 資 金 獲 得 の 方 法 を よ く 知 ら な い 」 、 「 大 学 側

が 資 金 調 達 の 方 法 を よ く 知 ら な い の で 支 援 で き な い 」 を 挙 げ た 大 学 が 多

い 。 （ P20・ 図 ２ ６ ）  

考 察  ・ 資 金 獲 得 と い う 点 で は 、 立 上 げ 時 だ け で な く 、 立 上 げ 後 も 苦 労 し て い る こ

と が 示 さ れ て い る 。 そ の 要 因 と し て は 、 事 業 化 に 向 け て の シ ナ リ オ 作 り の

苦 労 や 資 金 獲 得 経 験 の 少 な さ が 金 融 機 関 へ の 説 得 に 苦 労 す る 要 因 と し て

考 え ら れ る 。  

⑦ 市 場 分 析 に お

け る 問 題 ・ 課 題  

結 果 の

要 約  

・ 「 大 学 側 が 市 場 分 析 を 支 援 で き る ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な い 」 を 挙 げ た 大 学

が 最 も 多 く 、 「 ベ ン チ ャ ー 自 身 が 市 場 分 析 の ノ ウ ハ ウ を 有 し て い な い 」 と

「 市 場 分 析 の た め の 資 金 が 不 足 」 が 続 い て い る 。 （ P21・ 図 ２ ７ ）  

考 察  ・ 多 く の 大 学 は 市 場 分 析 の ノ ウ ハ ウ 不 足 を 認 識 し て い る が 、 市 場 分 析 の 実 務

経 験 を 有 す る 者 は さ ほ ど 多 く な い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 近 年 は 市 場

動 向 の 変 化 も 激 し く 、 市 場 分 析 自 体 も 難 し く な っ て い る こ と も 影 響 し て い

る と 考 え ら れ る 。 市 場 分 析 に 関 す る 資 金 に 関 し て は 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ を

行 う 会 社 等 に 外 注 す る と 費 用 が 多 く か か る こ と が 理 由 と し て 考 え ら れ る 。  

⑧ 知 財 に お け る

問 題 ・ 課 題  

結 果 の

要 約  

・ 知 財 に お け る 問 題 ・ 課 題 と し て 、 「 特 許 取 得 ・ 維 持 に お け る 費 用 面 で の 負

荷 」 と 「 知 財 の 専 門 家 を 雇 用 す る 余 裕 が な い 」 を 挙 げ た 大 学 が 多 く 、 「 知

財 を 所 得 す べ き か な ど の 戦 略 立 案 能 力 に 欠 け る 」 が 続 い て い る 。 （ P21・

図 ２ ８ ）  

・ 知 財 に お け る 事 業 性 に 対 す る 意 識 と し て は 、 特 許 出 願 時 ・ 特 許 継 続 の 有 無

の 判 断 時 の い ず れ に お い て も 、 国 立 大 学 が 公 立 ・ 私 立 と 比 べ て 最 も 意 識 が

高 い 。 （ P22・ 図 ２ ９ 、 ３ ０ ）  

考 察  ・ 費 用 負 担 面 の 問 題 を 挙 げ た 大 学 が 多 い が 、 特 許 出 願 ・ 維 持 は 費 用 が か か る

も の で あ り 、 必 要 な も の に 絞 る 取 組 み も 必 要 だ が 、 戦 略 立 案 の 不 足 も 挙 げ

ら て い る こ と か ら 、 戦 略 的 に 取 り 組 ん で い な い 大 学 が 多 い と 考 え ら れ る 。  

・ 国 立 大 学 の 方 が 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン や 起 業 へ の 支 援 に 積 極 的 で あ る こ と

が 、 知 財 に お け る 事 業 性 の 認 識 の 高 さ に も つ な が っ て い る と 考 え ら れ る 。  
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 ま と め  

⑨ 立 上 げ 後 の 生

き 残 り に 向 け

た 問 題 ・ 課 題  

結 果 の

要 約  

・ 大 学 側 は 、 「 黒 字 に な る ま で の 時 間 」 が 最 も 多 く 、 「 人 材 の 確 保 」 、 「 資 金 繰

り 」 、 「 継 続 的 な 技 術 開 発 」 が 続 い て い る 。 （ P23・ 図 ３ １ ）  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 側 は 、 「 人 材 の 確 保 」 が 最 も 多 く 、 「 黒 字 に な る ま で の 時

間 の 長 さ 」 、 「 継 続 的 な 技 術 開 発 」 、 「 資 金 繰 り 」 が 続 い て お り 、 大 学 側 と 同

様 の 項 目 を 挙 げ た 者 が 多 い 。 （ P23・ 図 ３ ２ ）  

考 察  ・ こ れ ら の 内 容 を 見 る と 、 設 立 に 向 け て の 苦 労 ・ 問 題 ・ 課 題 と 同 様 の 傾 向 と

な っ て お り 、 立 上 げ 後 も 存 続 す る た め に は 技 術 面 ・ 経 営 面 ・ 資 金 面 の い

ず れ に お い て 多 大 な 苦 労 が 継 続 し て い る こ と が 伺 え る 。  

・ そ の 中 で も 、 「 黒 字 に な る ま で の 時 間 の 長 さ 」 を 挙 げ た 者 が 多 い が 、 黒 字

に な る ま で の 時 間 が 長 く な る と 、 資 金 獲 得 、 研 究 開 発 や 人 材 の 獲 得 な ど

に も 大 き く 影 響 を 与 え る た め 、 非 常 に 重 要 な 問 題 と 言 え る 。  

⑩ 地 域 で ベ ン チ

ャ ー 企 業 設 立

を 推 進 す る た

め に 必 要 な こ

と  

結 果 の

要 約  

・ 地 域 で ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 推 進 す る た め に 必 要 と 感 じ る こ と と し て 、

様 々 な 意 見 が 出 さ れ た 。 こ れ ら を 分 類 す る と 、 「 知 識 ・ ノ ウ ハ ウ 」 、 「 マ イ

ン ド 」 、 「 資 金 」 、 「 人 材 」 、 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 、 「 組 織 ・ 体 制 」 、 と い っ た カ テ

ゴ リ ー が 多 い が 、 そ の 中 で も 特 に 「 人 材 （ 「 知 識 ・ ノ ウ ハ ウ 」 、 「 マ イ ン ド 」

含 む ） 」 と 「 組 織 ・ 体 制 」 に 関 す る 課 題 が 多 く 出 さ れ て い る 。 （ P27、 28）  

考 察  ・ こ れ ら の 内 容 は 、 過 去 の 類 似 の 調 査 で も 指 摘 さ れ て い る が 、 対 応 の 方 向 性

に つ い て は 、 Ⅳ ． ２ ． 項 に て 記 述 す る こ と と す る 。  

 
ウ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 向 け た 国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 の 連 携  

     大 学 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 、 地 方 自 治 体 、 金 融 機 関 は そ れ ぞ れ 様 々 な 形

で 連 携 し な が ら 、 取 組 み を 実 施 し て い る 。 ア ン ケ ー ト に お い て は 、 そ れ ら の 問 題 ・ 課 題 、 支 援 を

強 化 し て 欲 し い こ と 等 に つ い て 、 様 々 な 意 見 等 が 出 さ れ た が 、 そ れ ら の 中 で 文 部 科 学 省 関 係 （ 主

に 国 ・ JST の 研 究 開 発 費 補 助 金 や 大 学 発 新 産 業 創 出 プ ロ グ ラ ム （ START） 関 係 ） の も の を 以 下 に

抽 出 し た 。  

 ア ン ケ ー ト  

回 答 者  

国 ・ 地 方 自 治 体 や 金 融 機 関 等 の 連 携 に お け る 問 題 ・ 課 題 、  

支 援 を 強 化 し て 欲 し い こ と 等 （ 文 部 科 学 省 関 係 ）  

大 学  ・ 潤 沢 な 予 算 。  

・ 地 方 小 規 模 大 学 に 対 す る き め 細 や か な 支 援 。  

・ 経 営 全 般 に 係 る 支 援 。  

・ 大 学 施 設 使 用 の 優 遇 。  

・ ベ ン チ ャ ー 支 援 人 材 の 雇 用 支 援 。  

大 学 発 ベ ン チ ャ

ー  

・ 採 択 案 件 の 決 定 を 早 く し て 欲 し い 。  

・ 大 学 に 対 し て ， ベ ン チ ャ ー 支 援 の メ ニ ュ ー ・ 内 容 を 例 示 し ， 過 去 事 例 の 紹 介 ， 相 談

対 応 な ど 大 学 側 の 体 制 整 備 ・ 運 用 面 の 支 援 を お 願 い し た い 。  

・ 大 学 教 員 が ベ ン チ ャ ー で 活 躍 で き る 体 制 。 （ 利 益 相 反 な ど が 厳 し く 、 身 動 き が と り

に く い ）  

・ START 補 助 金 は 設 立 後 の コ ス ト に も 充 当 で き れ ば 良 い 。  

・ ベ ン チ ャ ー 設 立 後 の 十 分 な 支 援 、 特 に 事 業 の 継 続 に 必 要 と す る 方 法 、 株 式 会 社 の 運

営 方 法 、 資 金 繰 り な ど 。  

ベ ン チ ャ ー キ ャ

ピ タ ル  

・ カ ル タ ヘ ナ 法 に 限 ら ず さ ま ざ ま な 許 認 可 事 項 （ 試 薬 の 登 録 は 経 済 産 業 省 、 動 物 薬 登

録 な ら 農 水 省 な ど ） に つ い て は 、 企 業 主 体 （ 申 請 者 ） が 無 い と 申 請 が 不 可 能 。 逆 に

ベ ン チ ャ ー 企 業 が 設 立 さ れ る と 、 事 業 が 打 ち 切 り と な る 。 そ の た め ベ ン チ ャ ー 企 業

設 立 後 に 申 請 と い う 選 択 に な る が 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 は 許 認 可 申 請 中 は 、 製 品 を 売 る

こ と が 全 く で き な い 。 START プ ロ グ ラ ム で 製 品 の 許 認 可 の み 先 行 さ せ る と い う 意

図 で 、 ペ ー パ ー カ ン パ ニ ー の 設 立 を 認 め て 欲 し い 。  

・ 設 立 さ れ た ベ ン チ ャ ー の 基 礎 研 究 を 担 う 研 究 者 の 支 援 を 厚 く し て 欲 し い 。  

・ 資 金 提 供 だ け で な く 、 経 営 者 等 の 人 材 プ ー ル 等 の 支 援 も 強 化 し て 欲 し い 。  

地 方 自 治 体  ・ 経 営 人 材 等 の 育 成 と 確 保 に 要 す る 財 政 支 援 。  

・ シ ー ズ 段 階 の 研 究 開 発 を 対 象 と し た 研 究 開 発 費 補 助 の 予 算 お よ び 採 択 件 数 の 増 加 。  

・ ベ ン チ ャ ー 企 業 や ベ ン チ ャ ー 企 業 設 立 を 目 指 す 技 術 者 が 、 製 品 試 作 を 行 う 際 に 活 用

で き る 補 助 金 等 の 財 政 支 援 。  
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Ⅲ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム の 実 施 及 び 意 見 調 査             

 

１ ． 開 催 趣 旨  

  地 域 の 特 徴 あ る 技 術 を 有 す る 企 業 や ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ リ ス ト 関 係 者 等 を 対 象 に 、 相 互 理 解 の 増

進 ・ 連 携 強 化 、 課 題 へ の 対 応 策 や 支 援 施 策 、 新 産 業 創 出 に 関 す る ベ ス ト プ ラ ク テ ィ ス 等 の 情 報 を 関 係

者 間 で 共 有 ・ 発 信 す る 機 会 と し て 実 施 す る 事 を 目 的 に 、 特 に 、 世 界 を 視 野 に 入 れ る 地 域 発 ベ ン チ ャ ー

の ケ ー ス か ら 「 成 功 へ の 鍵 」 を 深 め る と と も に 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を 取 り 巻 く 各 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の

役 割 を 考 え る 場 を 提 供 す る と の 趣 旨 で 実 施 し た 。  

 

○ 主   催 ：  文 部 科 学 省 ／ 一 般 社 団 法 人 日 本 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 協 会  

○ タ イ ト ル ：  大 学 発 ベ ン チ ャ ー 創 出 シ ン ポ ジ ウ ム 2019「 未 来 を 拓 く 地 域 発 ベ ン チ ャ ー  成 功 へ の 鍵 」   

○ 開   催 ：  2019 年 1 月 31 日 （ 木 ）  講 演 会 14:00～ 18:00（ 参 加 無 料 ）  

○ 会   場 ：  東 京 大 学  伊 藤 謝 恩 ホ ー ル （ 伊 藤 国 際 学 術 研 究 セ ン タ ー ）  

 

時 間  項 目  内 容 ・ 登 壇 者  

14:00 ～

14:10 

OPENING 

SPEECH 

Speaker ：   

・ 文 部 科 学 省  科 学 技 術 ・ 学 術 政 策 局  科 学 技 術 ・ 学 術 総 括 官  勝 野 頼 彦  

・ 一 般 社 団 法 人 日 本 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル 協 会  会 長  仮 屋 薗 聡 一  

14:10 ～

14:55 

FIRESIDE 

CHAT 

◆ 「 Spiber が 紡 い で き た 歴 史 」  

・ Speaker ：  Spiber ㈱  取 締 役 兼 代 表 執 行 役  関 山 和 秀  

・ 聞 き 手 ：   ㈱ INCJ マ ネ ー ジ ン グ デ ィ レ ク タ ー  安 永 謙  

14:55 ～

15:55 

PANEL 

DISCUSSION-

Ⅰ  

◆ 「 産 学 連 携 ベ ス ト プ ラ ク テ ィ ス を 探 る 」  

Panelist：   

・ 筑 波 大 学 教 授  国 際 産 学 連 携 本 部 審 議 役  内 田 史 彦  

・ 名 古 屋 大 学 学 術 研 究 ・ 産 学 官 連 携 推 進 本 部  教 授  河 野 廉  

・ 三 重 大 学 副 学 長 （ 社 会 連 携 担 当 ） ・ 教 授  西 村 訓 弘  

Moderator ：  

・ ㈱ 慶 應 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ ･ ｲ ﾆ ｼ ｱ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ  代 表 取 締 役 社 長  山 岸 広 太 郎  

15:55 ～

16:15 

休 憩  ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン  

16:15 ～

17:15 

PANEL 

DISCUSSION-

Ⅱ  

◆ 「 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 課 題 と チ ャ ン ス 」  

Panelist：  

・ ク リ ン グ ル フ ァ ー マ ㈱  代 表 取 締 役 社 長  安 達 喜 一  

・ ㈱ 自 立 制 御 シ ス テ ム 研 究 所  代 表 取 締 役 社 長  太 田 裕 朗  

・ ㈱ Finatext 代 表 取 締 役 CEO 林 良 太  

Moderator ：  

・ ㈱ 東 京 大 学 ｴ ｯ ｼ ﾞ ｷ ｬ ﾋ ﾟ ﾀ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ﾄ ﾅ ｰ ｽ ﾞ （ UTEC）  取 締 役 ・ ﾊ ﾟ ｰ ﾄ ﾅ ｰ  坂 本 教 晃  

17:15 ～

17:45 

VC PITCH ◆ 「 産 連 本 部 と の 関 わ り 方 」  

Speaker ：  

・ JAFCO、 UTEC 、 FTI 、 三 菱 UFJ キ ャ ピ タ ル ㈱ 、 リ ア ル テ ッ ク フ ァ

ン ド  

17:45 ～

17:50 

CLOSING 

SPEECH 

Speaker ：  

・ ㈱ INCJ マ ネ ー ジ ン グ デ ィ レ ク タ ー  安 永 謙  

17:50 閉 会  プ ロ グ ラ ム 終 了 後 、 ア ン ケ ー ト に よ る 参 加 者 の 意 見 調 査 を 実 施  

（ 敬 称 略 ）  
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２ ． 主 な 内 容  

 主 な 内 容  

「 Spiber が 紡 い で き た 歴 史 」  

・ Speaker ：  Spiber㈱  関 山 和 秀  

・ 聞 き 手 ： ㈱ INCJ 安 永 謙  

・ Spiber 社 の 概 要  

・ 起 業 の き っ か け 、 事 業 へ の 志  

・ 助 成 金 な ど 起 業 時 に 受 け た 支 援  

・ 経 営 ス キ ル の 習 得  

・ 海 外 も 含 め た 人 材 の 確 保  

「 産 学 連 携 ベ ス ト プ ラ ク テ ィ ス を 探 る 」  

Panelist：   

・ 筑 波 大 学  内 田 史 彦  

・ 名 古 屋 大 学  河 野 廉  

・ 三 重 大 学  西 村 訓 弘  

Moderator ：  

・ ㈱ 慶 應 ｲ ﾉ ﾍ ﾞ ｰ ｼ ｮ ﾝ ･ ｲ ﾆ ｼ ｱ ﾃ ｨ ﾌ  山 岸 広 太 郎  

・ 各 大 学 の 産 学 連 携 へ の 取 組 み  

    筑 波 大 学 ： シ ー ズ 公 募 型 研 究 、 起 業 家 育 成  

    名 古 屋 大 学 ： ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 （ 教 育 、 フ ァ ン ド 等 ）  

    三 重 大 学 ： 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン へ の 取 組 み  

・ 各 地 域 の 事 情 と 取 組 み の 背 景  

・ そ れ そ れ の 取 組 み に お け る 資 金 の 調 達  

・ 他 大 学 へ の メ ッ セ ー ジ  

「 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 課 題 と チ ャ ン ス 」  

Panelist：  

・ ク リ ン グ ル フ ァ ー マ ㈱  安 達 喜 一  

・ ㈱ 自 立 制 御 シ ス テ ム 研 究 所  太 田 裕 朗  

・ ㈱ Finatext 林 良 太  

Moderator ：  

・ ㈱ 東 京 大 学 エ ッ ジ キ ャ ピ タ ル パ ー ト ナ

ー ズ  坂 本 教 晃  

・ 各 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 概 要 紹 介  

・ 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 良 い と こ ろ と 悪 い と こ ろ  

    施 設 や 資 金 獲 得 な ど で 大 学 か ら 得 ら れ る 支 援  

    公 共 性 ・ 社 会 性 な ど で 得 ら れ る 信 頼 感  

・ 大 学 と の 付 き 合 い 方 ・ 望 ま し い 距 離 感  

    知 財 権 の 扱 い  

経 営 と の 関 わ り  

「 産 連 本 部 と の 関 わ り 方 」  

Speaker ：  

・ JAFCO、 UTEC 、 FTI 、 三 菱 UFJ キ

ャ ピ タ ル ㈱ 、 リ ア ル テ ッ ク フ ァ ン ド  

・ 各 Ｖ Ｃ の 取 組 内 容 の 紹 介  
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Ⅳ ． 調 査 結 果 の 分 析 及 び 今 後 の 方 向 性 の 提 案                             

 

１ ． 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン 及 び 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 問 題 ・ 課 題 の 整 理  

  本 調 査 の ア ン ケ ー ト 結 果 な ど か ら 示 さ れ た 問 題 ・ 課 題 等 を 踏 ま え 、 主 要 な 課 題 に つ い て 、 以 下 の 様

に 整 理 し た 。  

 

主 要 な 課 題  

地 域 イ ノ ベ ー シ

ョ ン の 推 進  

地 域 内 で の ビ ジ ョ

ン ・ 戦 略 の 強 化  

・ 地 域 内 で の ビ ジ ョ ン ・ 戦 略 を 検 討 で き る 場 の 設 置  

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創

出 に 貢 献 で き る 人

材 の 育 成  

・ 地 域 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 を 立 案 で き る 人 材 の 育 成  

・ 地 域 の 関 係 者 を 結 び つ け 、 調 整 で き る フ ァ シ リ テ ー タ ー 、 プ ロ

デ ュ ー サ ー 人 材 の 育 成  

連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー

ク の 強 化  

・ 地 域 内 関 係 者 間 の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  

・ 地 域 外 と の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  

大 学 発 ベ ン チ ャ

ー の 設 立 推 進  

起 業 家 マ イ ン ド の

醸 成 ・ 起 業 家 人 材

の 育 成  

・ 起 業 家 マ イ ン ド の 醸 成 、 起 業 に 関 す る 理 解 の 促 進  

・ 経 営 者 な ど 起 業 家 の 育 成  

市 場 分 析 の 強 化  ・ 市 場 分 析 に 関 す る 支 援 の 強 化  

知 財 戦 略 の 強 化  ・ 知 財 戦 略 を 立 案 で き る 人 材 の 育 成  

資 金 調 達 の 強 化  ・ 資 金 調 達 支 援 の 強 化  
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２ ． 考 え ら れ る 方 向 性 の 案  

   前 ペ ー ジ の 主 要 な 課 題 に つ き 、 考 え ら れ る 方 向 性 を 以 下 の 表 に ま と め た 。  

 

（ １ ） 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推 進  

主 要 な 課 題  問 題 意 識 と 考 え ら れ る 方 向 性  

地 域 内 で の ビ ジ

ョ ン ・ 戦 略 の 強

化  

・ 地 域 内 で の ビ ジ ョ

ン ・ 戦 略 を 検 討 で き

る 対 話 の 場 の 設 置  

問 題 意 識  ・ 地 域 で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 す る た め に は 、 ビ

ジ ョ ン や 戦 略 が 必 要 で あ り 、 そ れ ら を 作 成 し て

い る 地 方 自 治 体 は 多 く あ る 。 し か し な が ら 、 総

論 的 な 内 容 で 具 体 的 な 事 業 に つ な が り に く い

場 合 や 、 地 域 内 の 関 係 者 に 浸 透 し て い な い 場 合

も 少 な く な い 。  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ ビ ジ ョ ン や 戦 略 は 、 現 実 的 か つ 実 行 に つ な が る

こ と が 重 要 で あ り 、 地 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー が

参 画 す る 対 話 の 場 を 設 け 、 ビ ジ ョ ン や 戦 略 に つ

な げ て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

・ 同 時 に 、 こ う し た 対 話 の 場 を コ ン ト ロ ー ル し 、

地 域 の 関 係 者 を 結 び つ け て 調 整 で き る 人 材 や 、

対 話 を 踏 ま え て 現 実 的 な ビ ジ ョ ン や 戦 略 を 構

築 で き る 人 材 を 育 成 す る こ と も 必 要 で あ る 。

（ 人 材 育 成 に 関 し て は 、 次 の 項 を 参 照 ）  

イ ノ ベ ー シ ョ ン

創 出 に 貢 献 で き

る 人 材 の 育 成  

・ 地 域 の ビ ジ ョ ン ・ 戦

略 を 立 案 で き る 人

材 の 確 保 ・ 育 成  

・ 地 域 の 関 係 者 を 結 び

つ け て 調 整 で き る フ

ァ シ リ テ ー タ ー 、 プ

ロ デ ュ ー サ ー 人 材 の

確 保 ・ 育 成  

問 題 意 識  ・ 上 記 の 様 に 、 地 域 の ビ ジ ョ ン ・ 戦 略 を 立 案 で き

る 人 材 と 、 地 域 の 関 係 者 を 結 び つ け て 調 整 で き

る フ ァ シ リ テ ー タ ー 、 プ ロ デ ュ ー サ ー 人 材 を 確

保 ・ 育 成 す る 必 要 が あ る 。  

・ し か し な が ら 、 こ れ ら の 人 材 の 育 成 は 特 殊 な ノ

ウ ハ ウ を 必 要 と し て お り 、 研 修 プ ロ グ ラ ム も 少

な く 、 さ ほ ど 普 及 し て い な い 。  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ こ れ ら の 人 材 は 、 地 方 自 治 体 の 産 業 振 興 関 係 担

当 部 署 、 あ る い は 地 域 の 中 小 企 業 に お い て 、 確

保 ・ 育 成 す る こ と が 望 ま し い 。  

・ 育 成 に 向 け て は 、 地 域 の 大 学 で 社 会 人 向 け の 研

修 コ ー ス を 整 備 し 、 生 涯 教 育 の 一 環 と し て 広 く

受 講 で き る よ う に す る こ と が 考 え ら れ る 。  

連 携 ・ ネ ッ ト ワ

ー ク の 強 化  

・ 地 域 内 関 係 者 間 の 連

携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の

強 化  

・ 地 域 外 と の 連 携 ・ ネ

ッ ト ワ ー ク の 強 化  

問 題 意 識  ・ 地 域 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 に 向 け て は 、 地 域 内

で の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 が 必 要 で あ る

が 、 産 官 学 間 で の 相 互 理 解 の 不 足 や 日 頃 の 接 点

の 少 な さ な ど で 、 地 域 内 の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

が 十 分 で は な い 例 が 多 く 見 ら れ る 。  

・ 地 域 外 と の 連 携 や ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 は 、 さ ら に

難 し い 場 合 が 多 い 。  
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主 要 な 課 題  問 題 意 識 と 考 え ら れ る 方 向 性  

考 え ら れ る

方 向 性  

以 下 の よ う な 方 策 が 考 え ら れ る 。  

○ 地 域 内 の 対 話 の 場 の 強 化  

・ 地 域 内 で の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 対 話 を 強 化 す

る 。  

〔 考 え ら れ る 対 話 の 場 の 例 〕  

－ 大 企 業 と 中 小 や ベ ン チ ャ ー 企 業 の 相 互 理 解

や 交 流 の 場  

－ ベ ン チ ャ ー 企 業 同 士 の 交 流 の 場  

－ 産 官 学 金 の 相 互 理 解 を 推 進 す る 場  

－ 産 官 学 金 で 、 地 域 全 体 で イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推

進 す る た め の 戦 略 立 案 の 場  

－ 産 官 学 金 で 、 戦 略 を 具 体 的 な プ ロ ジ ェ ク ト 化

す る た め の 検 討 の 場  

○ 地 域 の 資 源 の 洗 い 出 し ・ 地 域 内 で の 共 有 化  

・ 地 域 の 企 業 、 大 学 、 公 的 研 究 機 関 が 保 有 す る 技

術 ・ 事 業 内 容 ・ 研 究 内 容 ・ 人 材 等 を 明 確 化 し 、

そ れ を 地 域 内 で 共 有 す る こ と に よ り 、 地 域 内 で

の 連 携 ・ 交 流 の 活 性 化 を 図 る 。  

○ 地 域 外 と の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化  

・ 地 域 内 の 連 携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 推 進 し て い る 組

織 が 他 地 域 の 同 様 の 組 織 と 連 携 し 、 地 域 間 の 連

携 ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 推 進 し て い く 。  

 

 

（ ２ ） 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 設 立 推 進  

主 要 な 課 題  問 題 意 識 と 考 え ら れ る 方 向 性  

起 業 家 マ イ ン ド

の 醸 成 ・ 起 業 家

人 材 の 育 成  

・ 起 業 家 マ イ ン ド の 醸

成 、 起 業 に 関 す る 理

解 の 促 進  

・ 起 業 家 の 育 成  

問 題 意 識  ・ 学 生 も 含 め て 大 学 関 係 者 に は 起 業 や 民 間 企 業 で

の 実 務 経 験 を 持 た な い 者 が 多 く い る 。 こ の た

め 、 起 業 そ の も の に 対 す る 無 関 心 や 消 極 姿 勢 、

理 解 不 足 は 少 な か ら ず あ る と 考 え ら れ る 。 ま

た 、 ま た 我 が 国 は 、 他 の 先 進 国 と 比 較 し て 起 業

に 関 す る 関 心 が 低 い と い う 環 境 に あ る 。  

・ こ の た め 、 大 学 発 ベ ン チ ャ ー を よ り 推 進 す る た

め に は 、 起 業 家 マ イ ン ド の 醸 成 や 、 起 業 に 関 す

る 知 識 等 を 普 及 す る 必 要 が あ る が 、 今 回 の ア ン

ケ ー ト 結 果 で は 「 起 業 家 養 成 の た め の 教 育 プ ロ

グ ラ ム の 提 供 」 を 実 施 し て い る 大 学 の 割 合 は

23.3％ に 過 ぎ ず 、 起 業 家 養 成 の た め の 教 育 プ ロ

グ ラ ム の 普 及 は 大 き な 課 題 で あ る 。  
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主 要 な 課 題  問 題 意 識 と 考 え ら れ る 方 向 性  

・ 現 在 、 一 部 の 大 学 に お い て は 、 EDGE や

EDGE-NEXT の よ う な 本 格 的 な 教 育 プ ロ グ ラ

ム を 導 入 し て い る が 、 国 か ら の 資 金 で 運 用 し て

い る た め 、 内 容 は 充 実 し て い る も の の 、 費 用 が

か か る と い う 側 面 が あ り 、 同 様 の プ ロ グ ラ ム を

日 本 全 体 に 普 及 さ せ る の は 容 易 で は な い 。  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ こ の た め 、 地 域 に 幅 広 く 展 開 す る た め に 、 よ り

簡 易 で 起 業 に 関 す る エ ッ セ ン ス を 伝 え ら れ る

よ う な 、 簡 易 型 の 起 業 家 教 育 プ ロ グ ラ ム を 開 発

し 、 そ れ を 地 域 に 広 げ て い く こ と を 検 討 す べ き

で あ る 。  

・ ま た 、 他 地 域 の 実 例 を 知 る こ と も 有 効 で あ る と

考 え ら れ る こ と か ら 、 起 業 支 援 に 積 極 的 な 地 方

自 治 体 や ベ ン チ ャ ー 企 業 の 経 営 者 に よ る 講 演

会 等 の 開 催 を 、 各 地 域 で よ り 一 層 推 進 す べ き で

あ る 。  

市 場 分 析 の 強 化  ・ 市 場 分 析 に 関 す る 支

援 の 強 化  

問 題 意 識  ・ ア ン ケ ー ト で は 、 大 学 側 も ベ ン チ ャ ー 側 も 「 市

場 分 析 に 関 す る ノ ウ ハ ウ 不 足 」 を 挙 げ た 者 が 多

く 、 支 援 の 必 要 性 が 感 じ ら れ る 。  

・ 現 状 は 、 各 地 方 自 治 体 に お い て 、 市 場 分 析 に 関

す る 相 談 窓 口 を 設 置 し て い る と こ ろ も あ れ ば 、

金 融 機 関 が サ ポ ー ト し て い る 場 合 も 多 く あ る 。

し か し な が ら 、 こ れ ら の 支 援 に つ い て は 、 必 ず

し も 存 在 が 広 く 知 ら れ て い な い 場 合 が あ る と

考 え ら れ る  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ 地 方 自 治 体 ・ 金 融 機 関 ・ 大 学 ・ 企 業 の 団 体 等 が

定 期 的 に 情 報 交 換 し 、 各 組 織 が 行 っ て い る 支 援

内 容 を 相 互 に 知 り 、 そ れ を ベ ン チ ャ ー 企 業 等 に

Ｐ Ｒ す る 様 な 取 組 の 強 化 が 必 要 と 考 え ら れ る 。  

・ 前 述 の 起 業 家 育 成 の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 普 及 さ せ

る こ と も 、 市 場 分 析 の 強 化 に プ ラ ス と な る 。  

知 財 戦 略 の 強 化  ・ 知 財 戦 略 を 立 案 で き

る 人 材 の 育 成  

問 題 意 識  ・ ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 、 知 財 戦 略 の 不 足 や 公 立

や 私 立 大 学 に お け る 事 業 と の 関 連 性 に 対 す る 認

識 の 低 さ が 示 さ れ て い る 。  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ こ れ ら は 、 基 礎 的 な 知 財 教 育 を 普 及 さ せ る だ け

で も 効 果 は あ る と 考 え ら れ る た め 、 大 学 の 関 係

者 や 学 生 向 け の 知 財 教 育 を 実 施 す る こ と が 考 え

ら れ る 。 な お 、 TLO や 大 学 教 員 が 学 生 向 け の 知

財 教 育 を 行 っ て い る 大 学 も 存 在 す る 。  
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主 要 な 課 題  問 題 意 識 と 考 え ら れ る 方 向 性  

資 金 調 達 の 強 化  ・ 資 金 調 達 支 援 の 強 化  問 題 意 識  ・ ア ン ケ ー ト 結 果 か ら は 、 ベ ン チ ャ ー 企 業 の 資 金

獲 得 に つ い て は 、 ス タ ー ト 時 や 事 業 開 始 時 以 外

に も 、 立 上 げ 後 も 資 金 獲 得 で 苦 労 し て い る こ と

が 示 さ れ て い る 。  

・ ま た 、 資 金 獲 得 で 苦 労 し て い る 理 由 と し て は 、

「 金 融 機 関 等 に 事 業 性 ・ 将 来 性 な ど を 説 明 す る

の に 苦 労 」 と 「 資 金 調 達 の 方 法 を よ く 知 ら な い 」

と い う 回 答 が 多 い 。  

考 え ら れ る

方 向 性  

・ 資 金 調 達 に 関 す る 方 法 に 関 し て は 、 各 自 治 体 や

金 融 機 関 に 相 談 窓 口 が 設 置 さ れ て い る 場 合 が

多 い と 思 わ れ る た め 、 大 学 内 で 大 学 発 ベ ン チ ャ

ー を 支 援 し て い る 組 織 が 、 そ れ ら の 相 談 窓 口 を

認 識 し 、 連 携 を 強 化 し て い く 必 要 が あ る 。  

・ ま た 、 金 融 機 関 等 へ の 事 業 性 ・ 将 来 性 の 説 明 に

つ い て は 、 前 述 の 起 業 家 育 成 の 教 育 プ ロ グ ラ ム

を 普 及 さ せ る こ と も 、 事 業 性 ・ 将 来 性 の 検 討 に

プ ラ ス と な る 。  

 


